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姫
路
、
岡
山
、
鳥
取
の
３
市
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
世
界
文
化
遺
産
「
姫
路
城
」、

特
別
名
勝
「
後
楽
園
」（
岡
山
市
）
そ

し
て
、
国
立
公
園
・
天
然
記
念
物
「
鳥

取
砂
丘
」
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
に
誇

れ
る
文
化
・
観
光
資
源
な
ど
が
あ
り
、

関
西
、
山
陽
、
山
陰
の
各
圏
域
の
中
核

都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
地
方
分
権
時
代
の
到
来
に

よ
り
、
自
立
し
た
都ま

ち市
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
中
、
い
ず
れ
の
市
も
、

都ま

ち市
の
賑
わ
い
を
今
ま
で
以
上
に
創
り

出
す
こ
と
が
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　2月13日（火）、歴史的にも関係の深い姫路、岡山、鳥取の3市は、
互いの連携・交流をさらに深め充実させ、賑わいのある都市づく
りをめざす協定を結び、「姫路・岡山・鳥取城下町物語推進協議会
（愛称：HOTトライアングル）」を発足しました。

城下町　　を結ぶ

都
市
の
発
展
は
賑
わ
い
か
ら

HH
ホ ッ トホ ッ ト

OTな関係
imejiimeji kayamakayama ottoriottori

■特集■特集

圏域を越えた新たな都市連携・交流
「HOTトライアングル」がスタート！

県境を越えた
３都市連携

HOTトライアングルとは
「HOT」は姫路（Himeji）
の「H」、岡山（Okayama）
の『O』、鳥取（Tottori）
の『T』の頭文字から引用。
姫路、岡山、鳥取の３都
市を結ぶ三角形（トライ
アングル）が熱い（hot）
絆で結ばれ、３市に訪れ
たみなさんが「ホット」
くつろぎ、楽しんでいた
だける都市を３市一体と
なってめざす。そんな期
待を込めてこの愛称が生
まれました。

米
子

自 動 車 道

岡
山
自
動
車
道

中国自動車道

山陽
自動車道

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

鳥取IC
（仮称）

河原IC
（仮称）

西粟倉IC
（仮称） 大原IC

（仮称）
山崎JCT
（仮称）

智頭IC（仮称）

佐用JCT（仮称）

米子IC

神戸西IC

龍野西IC
播磨JCT

落合JCT

吉川JCT
神戸JCT

三木JCT

北房JCT
佐用IC

山崎IC

舞鶴東IC

赤穂IC

岡山JCT

播磨新宮IC

播
磨
自
動
車
道

鳥
取
自
動
車
道

三都三都

赤穂IC
山

取
仮

智頭

龍

鳥取市鳥取市

岡山市

姫路市

鳥取市

岡山市岡山市

姫路市

鳥取市

岡山市

姫路市姫路市
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２
月
13
日（
火
）、「
姫
路
市
、岡
山
市
、鳥
取
市
の
連
携
・
交

流
に
関
す
る
協
定
書
」の
調
印
式
が
３
市
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
つ
な
ぎ
、そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
各
市
長
、助
役
（
副
市
長
）
が
自
己
紹
介
を
し
、

竹
内
市
長
が
歴
史
的
背
景
や
鳥
取
自
動
車
道
開
通
な
ど
を

踏
ま
え
、
今
日
に
至
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
後
、
３
市
長
が

協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
画

像
を
通
じ
た
３
市
長
に
よ
る
鼎て
い

談だ
ん

が
行
わ
れ
、
３
市
を
周
遊

す
る
観
光
ル
ー
ト
の
提
案
や
市
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自

治
会
、
経
済
界
な
ど
各
種
団
体
の
連
携
・
交
流
促
進
な
ど
、

今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
す
る
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
来
年
度
、
岡
山
市
で
３
市
長
会
議
を
開
催
す

る
こ
と
が
約
束
さ
れ
、
H
O
T
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
連
携
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

携
・
交
流
を
推
進
し
、
各
都
市
を
結
ぶ

「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
連
携
」
を
強
化
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
魅
力

溢
れ
る
豊
か
な
資
源
を
結
び
つ
け
、
各

圏
域
内
外
へ
効
果
的
に
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
に
よ
り
地
域
の
発
展
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
、「
姫
路
・
岡
山
・
鳥
取
城
下
町

物
語
推
進
協
議
会（
以
下
：
Ｈ
Ｏ
Ｔ
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
）」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
３
市
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
踏
ま
え

た「
三
都
城
下
町
物
語
」を
展
開
し
、人
・

物
・
情
報
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
に

交
流
す
る
賑
わ
い
の
あ
る
都
市
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

鉄
道
の
高
速
化
が
進
み
、
３
都
市
間

を
気
軽
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
９
年
に
中

国
横
断
自
動
車
道
姫
路
鳥
取
線
の
う
ち

鳥
取
自
動
車
道
（
鳥
取
〜
佐
用
）
が
一

部
を
除
き
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
山

陽
側
の
姫
路
市
・
岡
山
市
と
山
陰
側
の

鳥
取
市
と
の
時
間
距
離
が
短
縮
さ
れ
る

な
ど
、
３
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。　

　

こ
う
し
た
環
境
の
変
化
を
と
ら
え
、

江
戸
時
代
の
池
田
家
の
国
替
え
な
ど
歴

史
的
な
結
び
つ
き
が
深
く
、
地
理
的
に

も
連
携
し
や
す
い
３
市
は
、
良
好
な
ア

ク
セ
ス
を
活
か
し
て
圏
域
を
越
え
た
連

HOTトライアングルHOTトライアングル

市制施行日
人 口
面 積
姉妹都市
　

市制施行日
人 口
面 積
国際友好
交流都市

市制施行日
人 口
面 積
姉妹都市

明治 22（1889）年 4月 1日
53万 6,232人（　　　　）
534.27k㎡
シャルルロア市（ベルギー）、フェニックス市
（アメリカ）、アデレード市（オーストラリア）、
クリチーバ市（ブラジル）、太原市（中国）、
馬山市（韓国）、松本市、鳥取市

明治 22（1889）年 6月 1日
69万 6,172人（　　　　）
789.91k㎡
サンノゼ市（アメリカ）、サンホセ市（コスタ
リカ）、プロブディフ市（ブルガリア）、洛陽
市（中国）、富川市（韓国）、新竹市（台湾）

明治 22（1889）年10月1日
20万 1,740人（　　　　）
765.66k㎡
清州市（韓国）、ハーナウ市（ドイツ）、釧路市、
姫路市、岩国市、郡山市

姫路市姫路市（中核市）（中核市）

岡山市岡山市（中核市）（中核市）

鳥取市鳥取市（特例市）（特例市）

３市の概要３市の概要

協定書協定書に調印
石
いわみ

見市長（姫路）、髙
たかや

谷市長（岡山）、竹内市長

世界文化遺産「姫路城」世界文化遺産「姫路城」特別名勝「後楽園」特別名勝「後楽園」国立公園・天然記念物「鳥取砂丘」国立公園・天然記念物「鳥取砂丘」

歴
史
と
高
速
道
路
が
結
ぶ

歴
史
と
高
速
道
路
が
結
ぶ

「「
H
O
T

H
O
T
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

左から、石見 姫路市長、髙谷 岡山市長、竹内市長

左から、姫路、鳥取、岡山の市旗

協定書に調印する竹内市長協定書に調印する竹内市長

施行時の人口
2万4,958人

施行時の人口
4万7,564人

施行時の人口
2万7,898人

デデーータタ
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市
民
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団
体
や
、

経
済
界
、
県
人
会
な
ど
、
自
発
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
促
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
や
広
域
連

携
、道
州
制
な
ど
、３
市
に
共
通
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
政
策
的
な
課
題
な
ど
に
つ
い

て
、幅
広
く
検
討
を
行
う
場
と
し
ま
す
。

※
具
体
的
な
連
携
・
交
流
事
業
の
実
施

な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
３
市
長
会

議
な
ど
を
開
催
し
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　　

次
の
こ
と
を
、
基
本
に
考
え
な
が
ら

交
流
・
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
市
民
・
民
間
団
体
の
交
流
促
進
を
軸

に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
で
あ
る
行
政

が
連
携
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

○
各
都
市
が
単
独
で
事
業
を
行
う
よ
り

も
、
３
市
が
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
で

よ
り
効
果
の
生
ま
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら

実
施
し
ま
す
。

○
中
国
横
断
自
動
車
道
姫
路
鳥
取
線
の

開
通
な
ど
を
見
据
え
た
う
え
で
、
各
都

市
の
施
策
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
あ
わ
せ

た
有
効
な
交
流
・
連
携
を
推
進
す
る
た

め
、
３
カ
年
の
事
業
計
画
を
策
定
し
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

３
市
の
歴
史
的
な
結
び
つ
き
は
江
戸
時
代
に
さ
か
の
ぼ

　

３
市
の
歴
史
的
な
結
び
つ
き
は
江
戸
時
代
に
さ
か
の
ぼ

り
、
池
田
家
の
国
替
え
な
ど
、
家
臣
、
商
人
な
ど
多
く
の
人
々

り
、
池
田
家
の
国
替
え
な
ど
、
家
臣
、
商
人
な
ど
多
く
の
人
々

の
移
動
や
交
流
が
幅
広
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

の
移
動
や
交
流
が
幅
広
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

■特集■特集

輝輝て
る
ま
さ

て
る
ま
さ政政

姫路城主姫路城主

忠忠た

だ

お

た

だ

お雄雄
岡山城主岡山城主

長長な
が
よ
し

な
が
よ
し吉吉

鳥取城主鳥取城主

忠忠た
だ
つ
ぐ

た
だ
つ
ぐ継継

岡山城主岡山城主

利利と
し
た
か

と
し
た
か隆隆

姫路城主姫路城主

光光み
つ
な
か

み
つ
な
か仲仲

岡山城主岡山城主

鳥取城主鳥取城主

⇒⇒

光光み
つ
ま
さ

み
つ
ま
さ政政

姫路城主姫路城主

鳥取城主鳥取城主

岡山城主岡山城主

⇒⇒
⇒⇒

池
田
家
系
図

池
田
家
系
図

（
抜
粋
）

（
抜
粋
）

●●
歴
史
が
物
語
る

歴
史
が
物
語
る

　
　

城
下
町
三
都
の

　
　

城
下
町
三
都
の
縁縁

ゆ
か
り

ゆ
か
り　　

19年度
［岡山市］　「第19回全国生涯学習フェスティバル」

11 月 2日～ 6日

HOTトライアングル
のねらい

連
携
・
交
流
を
進
め
る

連
携
・
交
流
を
進
め
る

基
本
的
な
考
え
方

基
本
的
な
考
え
方

市
民
と
一
体
と
な
っ
た

市
民
と
一
体
と
な
っ
た

連
携
・
交
流

連
携
・
交
流

政
策
的
な
３
市
協
議

政
策
的
な
３
市
協
議

ザ祭り屋台 in姫路ザ祭り屋台 in姫路西大寺はだか祭り西大寺はだか祭り鳥取しゃんしゃん祭鳥取しゃんしゃん祭

20年度

21年度

［姫路市］　「第25回全国菓子大博覧会・兵庫」
4 月 18 日～ 5月 11 日

［姫路市］　「姫路城築城400周年記念事業」
未定（開催予定）

［岡山市］　「第26回全国都市緑化おかやまフェア」
春ごろ（開催予定）

鳥取池田家 初代　池田光仲 画像鳥取池田家 初代　池田光仲 画像
「鳥取県立博物館所蔵」「画像提供：鳥取県立博物館」

［鳥取市］　鳥取自動車道開通記念「2009鳥取・因幡の祭典」
4 月～ 22 年 3月

各都市の３年間の大型イベント
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　私たちは、しゃんしゃん傘踊りを
通して、姫路、岡山両市と交流して
います。姫路市とは、20年来のお
付き合いで、毎年「お城まつり」に
参加し、地元の踊りのグループと一
緒に傘踊りを披露しています。また、岡山市でも観光PR
や「桃太郎まつり」などに参加しています。もちろん鳥
取の「しゃんしゃん祭」には、両市とも踊り子連として
参加していただいており、楽しい交流を続けています。
今では姫路、岡山の舞踊団体や幼稚園の先生などさまざ
まな団体が、傘踊りの修得のため来鳥され新たな交流も
広がっています。今回発足した「HOTトライアングル」
で、華やかで美しく鈴の音が響き合う傘踊りのような連
携・交流の輪がさらに広がっていくことを期待します。

森
もりにし

西 辰
たつよし

良 さん

陸
りくたに

谷 ヒロ子 さん

慶 長 5 年
（1600年）

池田輝政が関ヶ原合戦の後、播磨国
52 万石を与えられ姫路城に入った。
池田輝政の弟である池田長吉が鳥取 6
万石の城主となる。

慶長 18年
（1613年）

池田輝政死去により池田利隆が姫路藩
39万石を相続する。

元 和 1 年
（1615年）

池田忠雄が淡路 6万石から岡山に転封
され岡山 31万 5千石の藩主となる。

元 和 3 年
（1617年）

池田光政が姫路から鳥取に転封され鳥
取 32万石の藩主となる。

寛 永 9 年
（1632年）

池田光政は、鳥取から岡山に転封され
岡山 31万 5千石の藩主となり、池田
光仲が岡山から鳥取に転封され鳥取
32万石の藩主となる。

HOTトライアングルHOTトライアングル

■問い合わせ先　
　市役所本庁舎企画調整課 （0857）2（0857）20－31533153

池田家年表（抜粋）

昭和 45年以降毎年

昭和 47年 3月 8日昭和 47年 3月 8日

昭和 47年以降

昭和 49年以降毎年

昭和 49年以降

昭和 52年以降毎年

昭和 57年以降

昭和 59年以降毎年

平成 ５年以降毎年

平成 ８年 11月 1日

平成 11年～ 14年

平成 18年 8・9月

平成 ８年 3月 28日

平成 12・13年

平成 15年以降毎年

平成 15年～ 17年

平成 16年以降

平成 17年 2月 2日

平成 ８年 10月 24日

平成 18年 12月 18日

中学生の合宿交歓会（両市交互に実施）

姉妹都市提携姉妹都市提携

議員による議会交流（両市交互に実施）

「鳥取しゃんしゃん祭」、
「姫路市お城まつり」に相互参加

婦人会の研修視察

親善スポーツ交歓大会（両市交互に実施）

姫路市連合自治会と鳥取市自治連合会
との交流（平成４年以降は毎年、交互に実施）

姫路市観桜会にしゃんしゃん鈴の音
大使が参加

公民館交流学習会（両市交互に実施）

災害時相互応援協定締結

商工会議所の交流

市長対談による両市紹介番組の放映

中国・四国地区都市防災連絡協議会
災害時相互応援協定

岡山市・鳥取市職員相互派遣短期研修

「鳥取32万石お城祭り」に岡山鉄砲隊が参加

市長対談による両市紹介番組の放映

「おかやま桃太郎まつり」に傘踊りな
ど参加

岡山市連合町内会と鳥取市自治連合会
の姉妹交流提携

中核市災害相互応援協定締結

姫路市連合自治会と岡山市連合町内会
の姉妹交流提携

姫路市と鳥取市

岡山市と鳥取市

姫路市と岡山市

市民などによる３市のこれまでの交流市民などによる３市のこれまでの交流
鳥取市自治連合会会長

　2009 鳥取・因幡の祭典のテーマ
は、「ゆっくり　ゆったり　とっと
り体験　～砂丘と食と温泉と」で
す。鳥取県東部地域の住民が中心
となり祭典に取り組むことにより、

鳥取自動車道の開通を見据えた郷土づくりと、地域経
済の活性化をめざしています。そのため、地域の豊か
な自然や、歴史・文化、そして日本を代表する四季の
味覚など、因幡の魅力あふれる資源をさらに磨き上げ、
幅広くPRしていくこととしています。このたび発足し
た「HOTトライアングル」は、まさに本祭典の基本方
針でもある広域的な民間主体の交流を実現する素晴ら
しい取り組みです。2007年度から2009年度にかけて、
鳥取・姫路・岡山の３都市がそれ実施する一大イベント
の成功に向けて、地域のみなさんとともに連携し頑張っ
ていきましょう。

瀧
たきもと

本　覚
さとる

 さん

2009鳥取・因幡の祭典
実行委員会委員長

　鳥取市自治連合会は、姫路市連
合自治会と岡山市連合町内会とそ
れぞれ交流を続けており、これが
契機となって、昨年 12月に姫路と
岡山の自治組織の姉妹交流提携が

結ばれ、池田城下の３市のつながりが実現し、相互の情
報交換による住民自治活動の向上に向けた連携の基礎が
できました。今後どのような形で連携を強化し、交流を
深めていくのか検討を行っているところです。今、少子
高齢化の時代を迎え、核家族化が進み地域の連帯感が希
薄となるなど、抱える問題も多様化していますが、住民
の自治意識を高めることは、地域生活の向上につながり
ます。この「HOTトライアングル」を追い風に、今後ま
すます交流を深め情報交換や知恵を出し合いながら、問
題解決に向けた取り組みや道州制をはじめとする社会情
勢の変化への対応など、３市自治会が連携して住民自治
組織の強化を図っていきたいと思います。

鳥取市観光協会連代表幹事
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こ
こ
数
年
、
全
国
的
に
教
育
改
革
が
進
む
な
か
、
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、「
ま

ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」
の
考
え
に
基
づ
く
工
夫
を
こ
ら
し
た
本
市
独
自

の
事
業
を
展
開
し
、「
明
日
を
担
う
人
づ
く
り
」
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
学
校
教
育
の
充
実
の
一
環
と
し
て
進
め
て
い
る
主
な
事
業
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

鳥
取
市
の
教
育
改
革

■
特
集

　

平
成
16
年
度
度
か
ら
、
湖
南
小

学
校
と
湖
南
中
学
校
を
モ
デ
ル
校

と
し
て
、
義
務
教
育
９
カ
年
間
で

継
続
的
に
教
育
を
行
う
小
中
一
貫

校
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
湖
南
小
・
中
学
校
を

「
鳥
取
市
小
中
一
貫
校
推
進
校
」

に
指
定
し
、『
一
貫
校
で　

人
づ

く
り　

地
域
づ
く
り
！　

い
ろ
ん

な
経
験　

仲
間
づ
く
り
・
自
分
づ

く
り　

地
域
は
学
校
応
援
団
』
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
小
・
中
学
校
合

同
に
よ
る
教
育
活
動
の
実
践
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

本
市
教
育
委
員
会
で
は
、
推
進

母
体
で
あ
る
「
小
中
一
貫
校
推
進

委
員
会
」
の
意
見
を
踏
ま
え
、
本

市
で
は
じ
め
て
と
な
る
湖
南
小
・

中
学
校
に
よ
る
小
中
一
貫
校
の
平

成
20
年
４
月
の
開
校
を
め
ざ
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、こ
の
事
業
を
、

本
市
の
学
校
づ
く
り
の
新
た
な
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
鳥
取
市
で

は
平
成
15
年
度
か
ら
「
学
校
評
議

員
制
度
」
を
導
入
し
、
現
在
、
す

べ
て
の
小
・
中
学
校
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
各
小
・
中
学
校
に
、

３
か
ら
５
人
配
置
し
て
い
る
学
校

評
議
員
が
、
学
校
運
営
に
つ
い
て

意
見
や
提
言
を
述
べ
、
校
長
が
そ

の
意
見
を
参
考
に
し
て
、
運
営
を

行
っ
て
い
く
制
度
で
、
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
を
進
め
る

う
え
で
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
評
議
員
は
、
で

き
る
限
り
幅
広
い
各
分

野
の
み
な
さ
ん
か
ら
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
、

保
護
者
や
地
域
住
民
な

ど
の
中
か
ら
、
学
校
評

議
員
に
ふ
さ
わ
し
い
人

を
校
長
が
推
薦
し
、
本

市
教
育
委
員
会
が
委
嘱

し
ま
す
。

学校評議員制度

学校運営学校運営（開かれた学校づくり）（開かれた学校づくり）

学  校  区学  校  区

意見・提言

学校評議員学校評議員33～～5人5人

住　

民

保
護
者

小
中
一
貫
校
推
進
事
業

小
中
一
貫
校
推
進
事
業

学
校
評
議
員
制
度

学
校
評
議
員
制
度

湖南小・中学校の一貫教育事業「読み聞かせ隊」

小中一貫校推進委員会

小
中
一
貫
校
推
進
事
業
・
学
校
評
議
員
制
度
・
自
立
と
創
造
の
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

小
中
一
貫
校
推
進
事
業
・
学
校
評
議
員
制
度
・
自
立
と
創
造
の
学
校
づ
く
り
推
進
事
業



地域の人々と一緒
に活動するなかで
地域を愛し、地域  
を語ることができ
る児童の育成をめ
ざしています。
　　　　　…3月には、学校統合により創立 132
年の歴史を閉じます。自然豊かな環境を生かし、
米づくりやびわの栽培など、児童と保護者が一体
となり地域を巻き込んだ取り組みをしています。
今年度の活動は、閉校の年でありいつもの年とは違
った意味を持つものとなっています。
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賀露小学校

　

こ
の
事
業
は「
学
校
２
学
期
制
」

の
導
入
を
き
っ
か
け
に
、
児
童
・

生
徒
の
実
態
、
保
護
者
の
願
い
や

期
待
、
地
域
の
特
性
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の

推
進
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、
実
態
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
た
う
え
で
、
児
童
・

生
徒
を
よ
り
よ
く
育
て
る
た
め
の

教
育
活
動
が
工
夫
さ
れ
、
学
校
が

活
性
化
し
て
き
た
な
ど
の
成
果
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
具
体
的
な
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

事事例例
１１ 生き生きとした賀露健児の育成生き生きとした賀露健児の育成教

育
活
動
の
紹
介

教
育
活
動
の
紹
介

卒業までに 100メートル皆泳、450冊読破をめざして卒業までに 100メートル皆泳、450冊読破をめざして

少しずつ高い目標
を設定し、達成感
を味わいながら取
り組みができるよ
う工夫しています。
　　　　　…平成 17 年度は「卒業までに 100 ｍ
皆泳 450 冊読破」という目標で取り組みました。
６年生の多くが、100m 泳ぐという目標を達成し
たため、平成 18 年度の目標は「4泳法（クロー
ル、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライ）を 25 ｍずつ
100m泳ぐ」に設定を変えて取り組み、全校で 55
人の児童が目標を達成しました。

中郷小学校

事事例例
２２ 中郷っ子の明日への挑戦中郷っ子の明日への挑戦教

育
活
動
の
紹
介

教
育
活
動
の
紹
介

人・地球とのかかわりの中で仲間と共に生き生きと学ぶ子人・地球とのかかわりの中で仲間と共に生き生きと学ぶ子

大正小学校

事事例例
33 漢字検定にチャレンジ漢字検定にチャレンジ教

育
活
動
の
紹
介

教
育
活
動
の
紹
介

チャレンジ検定制度で全校児童の漢字力をアップチャレンジ検定制度で全校児童の漢字力をアップ

子どもたちの漢字
力の向上に取り組
んでいます。
　　　　　…平成
17年度から「漢字チャレンジ」に取り組み、「チャレ
ンジ検定制度」が完成し、児童の漢字力の大幅な改
善につながりました。認定書をもらおうと、意欲
を持って取り組む児童が増え、今年度は、月１回の
チャレンジデーを実施したり、進級表を廊下に掲
示したりすることで、学校全体に意欲的に取り組む
雰囲気ができています。１月末には全校児童が文
部科学省認定公式漢字検定にチャレンジしました。

中ノ郷中学校

事事例例
４４ 豊かな心を育み心身共にすこやかな生徒の育成豊かな心を育み心身共にすこやかな生徒の育成教

育
活
動
の
紹
介

教
育
活
動
の
紹
介

第 2の誕生を支える性の自立をめざして第 2の誕生を支える性の自立をめざして

自分自身の存在の
大切さや他者との
関わりを見つめ直
す教育を展開して
います。
　　　　　…文部科学省「エイズ・性教育推進地域
指定」をきっかけに、「第 2の誕生を支える性の自
立をめざして」というテーマでさまざまな活動に
取り組んでいます。平成 17年度は、「レッドリボ
ンサークル」としてエイズ感染者に対する偏見や
差別をなくすための生徒会自主活動が、「ボランテ
ィア・スピリット賞」を受賞しました。

自
立
と
創
造
の

自
立
と
創
造
の

学
校
づ
く
り
推
進
事
業

学
校
づ
く
り
推
進
事
業

4泳法チャレンジ大会4泳法チャレンジ大会

びわの葉茶つくりびわの葉茶つくり

漢字に親しむ会漢字に親しむ会 「世界エイズキャンペーン活動」「世界エイズキャンペーン活動」

▼

写
真
を
通
し
て
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ

　

を
学
ぶ
福
部
小
学
校
の
児
童
た
ち

■鳥取市の教育改革

豊かな心を養う

学力向上 豊かな心を養う

内　容

健康な体づくり

内　容

内　容

内　容

■問い合わせ先　市役所第２庁舎教育改革推進チーム （0857）2（0857）20－33683368



8とっとり市報 2007.3.1

シリーズシリーズ

4060

週
間
後
に
控
え
た
大
切
な
時
期
に
、

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
あ
っ
て
し
ま

い
、
収
穫
は
ゼ
ロ
。
苦
労
し
て
作

っ
た
米
が
一
瞬
に
し
て
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
吉
永
さ
ん
は
何
が
な

ん
だ
か
分
か
ら
ず
、
し
ば
ら
く
放

心
状
態
で
田
ん
ぼ
を
眺
め
て
い
ま

し
た
。「
で
も
今
に
な
っ
て
思
え
ば
、

こ
の
経
験
が
よ
か
っ
た
ん
で
す
。

こ
の
時
成
功
し
て
い
た
ら
、
本
当

の
つ
ら
さ
や
厳
し
さ
を
全
く
知
ら

な
い
ま
ま
農
業
を
始
め
て
い
た
と

思
い
ま
す
」
こ
ん
な
つ
ら
い
経
験

が
、
吉
永
さ
ん
の
農
業
に
対
す
る

思
い
を
逆
に
強
め
、
確
固
た
る
も

の
へ
と
変
え
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　

就
職
活
動
中
に
、
鳥
取
市
で
農

　

今
回
紹
介
す
る
吉
永
昇
平
さ
ん

は
、
農
業
で
自
立
を
め
ざ
す
元
気

な
若
者
。
昨
年
大
学
を
卒
業
し
、

現
在
は
、
国
府
町
の
農
業
生
産
法

人
『
ア
グ
リ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

で
研
修
中
で
す
。

　

熊
本
県
水
俣
市
出
身
の
吉
永
さ

ん
は
、
環
境
に
関
心
を
持
ち
、
鳥

取
環
境
大
学
に
進
学
。
公
害
に
つ

い
て
学
ん
だ
後
、
地
元
に
帰
る
つ

も
り
で
し
た
。

　

そ
ん
な
吉
永
さ
ん
の
気
持
ち
が

大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
大
学
２

年
生
の
夏
休
み
に
北
海
道
で
経
験

し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
農

業
体
験
。
１
カ
月
間
の
現
場
で
の

体
験
が
、
吉
永
さ
ん
の
心
を
大
き

く
動
か
し
ま
し
た
。
最
初
の
２
週

間
は
体
力
的
に
つ
ら
い
こ
と
ば
か

り
で
し
た
が
、
後
半
は
そ
れ
に
も

慣
れ
、「
自
然
の
中
で
、
み
ん
な
で

ワ
イ
ワ
イ
で
き
る
農
業
っ
て
楽
し

い
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
の
時
「
俺
、
農
業

し
よ
っ
！
」
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

大
学
３
年
生
の
と
き
に
は
、
知

り
合
い
か
ら
田
ん
ぼ
、
農
機
具
を

借
り
、
初
め
て
米
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
最
初
に
作
っ
た
米
は
、

手
が
け
た
田
ん
ぼ
の
規
模
が
小
さ

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
上
々
の

出
来
。
気
分
を
良
く
し
て
次
の
年

も
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
収
穫
を
１

若者の手で農業を
盛り上げよう！

業
を
新
た
に
始
め
よ
う
と
す
る
若

者
の
支
援
を
行
う
計
画
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
知
り
、
自
分
の
力

で
鳥
取
の
農
業
を
盛
り
上
げ
て
や

ろ
う
！
と
就
農
を
決
心
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
農
業
で
生
計
を
立
て

る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

吉
永
さ
ん
は
「
自
分
は
小
規
模
農
家

を
め
ざ
し
た
い
。
農
村
に
住
み
、
地

域
の
伝
統
文
化
を
大
事
に
す
る
農

業
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
で

も
、
産
業
と
し
て
国
際
社
会
で
勝

ち
抜
い
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、

日
本
の
農
業
は
大
規
模
農
業
を
め

農業生産法人農業生産法人

アグリ・フロアグリ・フロンンティアティア
研修生研修生

農
業
と
の
出
会
い

 吉 永　昇 平 さん
   Syohei  Yoshinaga

「
お
前
な
ら
や
れ
る
」

の
言
葉
を
励
み
に
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自主制作番組『とっとりウオーキング』【放送】毎週日・月

手話番組『手話でコミュニケーション』【放送】毎週金・土

静止画文字情報『鳥取市からのお知らせ』

農業番組『いなばアグリタイム』【放送】毎週水・木

鳥取市行政番組
『こんにちは鳥取市です』　【放送】毎週金・土

《３月の番組ガイド》

【特集】

イベント・募集・相談などの
各種お知らせを、番組と番組
の間に、繰り返し放送します。

　鳥取市の各種行事やお知らせを手話で紹介します。ま
た、手軽に手話が学べる「やさしい手話」をお送りします。

情報をお寄せください！
　いなばぴょんぴょんネット　　 （0857）22ー6111

※放送予定は予告なく変更することがあります。
　番組はホームページでも紹介しています。
　http://www.inabapyonpyon.net

　鳥取市の施策や事業の取り組み状況、各種行事、
お知らせを紹介します。

ら
地
域
に
定
住
す
る
ま
で
の
総
合

的
な
就
農
支
援
を
行
う
施
設
で
、

２
年
間
研
修
施
設
で
生
活
し
、
そ

の
間
月
10
万
円
程
度
の
研
修
費
を

支
給
し
ま
す
。
現
在
３
名
の
研
修

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

吉
永
さ
ん
は
こ
の
研
修
生
に
応

募
を
す
る
予
定
で
す
。
１
期
生
と

し
て
、
自
分
に
続
く
後
輩
た
ち
の

た
め
に
、
よ
り
よ
い
研
修
の
場
と

な
る
よ
う
自
ら
実
践
し
な
が
ら
改

善
を
要
す
る
点
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
提
言
し
て
い
き
た
い
と
話
し

ま
す
。

　

研
修
終
了
後
の
不
安
材
料
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
自
分
の
体

験
を
語
る
こ
と
で
、
一
人
で
も
多

ざ
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
も
思
う
」

と
複
雑
な
心
境
を
話
し
ま
す
。

　

将
来
へ
の
不
安
で
く
じ
け
そ
う

に
な
っ
た
時
、
い
つ
で
も
吉
永
さ

ん
は
大
学
時
代
に
先
生
に
言
わ
れ

た
「
お
前
な
ら
や
れ
る
」
と
い
う

言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
当
時
、

先
生
は
根
拠
も
な
く
言
っ
た
そ
う

で
す
が
、
こ
の
言
葉
を
思
い
出
す

と
何
故
か
自
信
が
湧わ

い
て
く
る
そ

う
で
す
。

　

そ
し
て
、
同
じ
目
標
を
持
ち
、

現
在
、
福
井
県
で
研
修
を
受
け
て

い
る
友
人
の
「
二
人
で
力
を
合
わ

せ
れ
ば
絶
対
大
丈
夫
」
と
い
う
言

葉
も
、
吉
永
さ
ん
を
元
気
づ
け
心

の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

応
援
し
て
く
れ
る
人
や
、
と
も

に
夢
を
語
り
、
悩
み
を
分
か
ち
合

え
る
友
達
、
そ
ん
な
周
り
の
人
と

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
知
っ
て

い
る
吉
永
さ
ん
は
、
地
元
国
府
町

の
青
年
団
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

夏
祭
り
へ
の
参
加
や
神
社
、
水
路

の
清
掃
な
ど
の
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
人
と
の
交
流
も

大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
市
で
は
、
旧
国
府
町
分
庁

舎
を
改
修
し
、
就
農
支
援
を
行
う

研
修
施
設
「
と
っ
と
り
ふ
る
さ
と

就
農
舎
」を
４
月
に
開
設
し
ま
す
。

栽
培
技
術
・
経
営
手
法
の
習
得
か

いなば

ぴょんぴょんネット

▽ 鳥取城跡保存整備実施計画　 ▽ 2009 鳥取・因幡  
の祭典　 ▽ふるさととっとり就農舎　 ▽『家庭の日」
作文コンクール

　春を迎え稲作の準備が始まった様子や，農作物の栽
培技術を学ぶ農業塾開講の話題などをお送りします。

　卒業・卒園を迎える子どもたちの話題や、ひなま
つりなどの地域の伝統行事を紹介します。

『こんにちは鳥取市です』　【放送】毎週火　
　市内のイベント・祭・展覧会などを盛りだくさん
に紹介します。
《企画コーナー》
図書館だより・きょうの給食・まちなかギャラリーなど

く
の
人
に
農
業
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
、
農
業
に
携
わ
っ
て
ほ
し

い
と
も
言
い
ま
す
。

　

吉
永
さ
ん
は
、
大
学
時
代
、
米

作
り
を
し
て
い
て
思
っ
た
こ
と
が

あ
る
そ
う
で
す
。「
米
で
も
な
ん
で

も
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
な
ま
け
る
と
出
来
の
悪
い
情

け
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

さ
す
が
に
自
然
災
害
に
は
勝
て
な

い
が
、
頑
張
っ
た
ら
そ
れ
だ
け
の

も
の
が
必
ず
で
き
る
ん
で
す
」

　

初
心
を
忘
れ
ず
、
精
魂
込
め
て

作
っ
た
も
の
を
「
お
い
し
い
」
と

食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
吉
永
さ
ん

は
若
さ
を
バ
ネ
に
鳥
取
の
農
業
を

支
え
て
い
き
ま
す
。

鳥取市議会平成 19年 3月定例会
　提案説明と市政一般に
対する質問を放送します。
【生中継】10：00～
【再放送】19：00～

《放送時間》
① 7：00 ② 10：00 ③ 13：00 ④ 18：00 ⑤ 21：00

アグリ・フロンティアアグリ・フロンティア
では白ネギの出荷作業では白ネギの出荷作業
の真っ最中です。の真っ最中です。

後
輩
の
お
手
本
に

《放送時間》
① 6：30 ② 7：30 ③ 8：30 ④ 9：30 ⑤ 10：30
⑥ 11：30 ⑦ 12：30 ⑧ 13：30 ⑨ 14：30 ⑩ 15：30
⑪ 16：30 ⑫ 17：30 ⑬ 18：30 ⑭ 19：30 ⑮ 20：30
⑯ 21：30 ⑰ 22：30



10とっとり市報 2007.3.1

鳥
取
県
知
事
選
挙
お
よ
び

鳥
取
県
知
事
選
挙
お
よ
び

鳥
取
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

鳥
取
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

※
一
部
の
投
票
所
で
は
、
繰
り
上
げ
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
の
投
票
所
で
は
、
繰
り
上
げ
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
62
年
４
月
９
日
以
前
に
生
ま

れ
、
平
成
18
年
12
月
29
日
以
前
に
転
入

届
を
し
た
人
で
、
引
き
続
き
市
内
に
住

ん
で
い
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
選
挙
人
名
簿
登
録
者
で
、
12

月
30
日
以
降
に
県
内
に
転
出
し
た
人
は

鳥
取
市
で
投
票
で
き
ま
す
。
※
転
出
先

の
市
町
村
で
発
行
す
る
「
引
き
続
き
県

内
居
住
証
明
書
」
が
必
要

　

投
票
所
入
場
券
は
、
世
帯
主
あ
て
に

郵
送
し
ま
す
。
１
枚
の
は
が
き
に
つ
き

同
一
世
帯
員
３
人
分
の
入
場
券
を
印
刷

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
名
前

が
印
刷
さ
れ
て
い
る
入
場
券
を
切
り
離

し
て
投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

な
ど
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
。
投
票
所

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所
か
ら
で
も

投
票
で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
て
い
る

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入

院
、
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
施
設

で
不
在
者
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
投
票
日
に
市
外
に
滞
在
し
て

い
て
投
票
所
に
行
け
な
い
場
合
は
、
不

在
者
投
票
の
期
間
内
（
期
日
前
投
票
と

同
じ
）
に
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
あ
ら
か
じ
め
、
鳥
取
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
は
、４
月
４
日
（
水
）ま
で
に
鳥

取
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
て
請
求

を
す
れ
ば
、
郵
便
に
よ
り
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
郵
便
投
票
証
明
書
交
付
の
要
件
〉

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が
、
選
挙
管

理
委
員
会
へ
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
交

付
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
障
害
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人

▽
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
（
１
・
２
級
）

▽
心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う
こ
う
、直
腸
、

小
腸（
１
・
３
級
）
▽
免
疫
障
害（
１
〜
３
級
）

■
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

▽
両
下
肢
、体
幹
（
特
別
項
症
〜
第
２
項
症
）

▽
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
（
特
別
項
症
〜
第
３
項
症
）

■
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人

▽
要
介
護
区
分
（
要
介
護
５
）

〈
郵
便
投
票
の
代
理
記
載
〉

　

郵
便
投
票
の
要
件
を
満
た
す
人
で
、

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け

出
た
人
に
投
票
用
紙
へ
記
載
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
が
１

級
の
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
で
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
が
特
別

項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
人

　

４
月
６
日
ま
で
に
全
戸
配
布
す
る
予

定
で
す
が
、
早
め
に
ご
覧
に
な
り
た
い

人
は
、
市
役
所
本
庁
舎
、
駅
南
庁
舎
、

各
総
合
支
所
、
用
瀬
地
区
保
健
セ
ン
タ

ー
、
福
祉
文
化
会
館
３
階
に
配
置
し
て

い
ま
す
（
知
事
選
挙
は
３
月
28
日
、
県

議
選
挙
は
４
月
２
日
に
配
置
予
定
）。

　

ま
た
、
鳥
取
市
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
で
、
音
読
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

投
票
所
入
場
券
は
世
帯
主
へ

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
、
市
外

か
ら
の
投
票

郵
便
に
よ
る
自
宅
か
ら
の
投
票

鳥
取
市
で
投
票
で
き
る
人
は

鳥
取
市
で
投
票
で
き
る
人
は

問い合わせ先問い合わせ先　　
鳥取市選挙管理委員会事務局 鳥取市選挙管理委員会事務局 
 （ （0857）200857）20--33863386

４
月
８
日
（
日
）

４
月
８
日
（
日
）
はは

　　

体
が
不
自
由
で
自
書
が
で
き
な
い
人

は
係
員
が
代
筆
し
ま
す
。
な
お
、
目
の

不
自
由
な
人
は
点
字
に
よ
る
投
票
も
で

き
ま
す
。
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
に
仕
事
、
旅
行
な
ど
で
投
票

所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。
※
印
鑑
は
不
要
で
す
。

〈
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
〉

●
県
知
事
選
挙

３
月
23
日
（
金
）
〜
４
月
７
日
（
土
）

●
県
議
会
議
員
選
挙

３
月
31
日
（
土
）
〜
４
月
７
日
（
土
）

〈
期
日
前
投
票
が
で
き
る
時
間
〉

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

〈
期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
所
〉

福
祉
文
化
会
館
３
階
会
議
室
、
用
瀬
町

を
除
く
各
総
合
支
所
、
用
瀬
地
区
保
健

セ
ン
タ
ー

選
挙
公
報

投
票
日
に
都
合
の
悪
い
場
合

は
期
日
前
投
票
を

代
理
投
票
・
点
字
投
票

informationPickup
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　本市では、平成 17年度に策定した『史跡鳥取城
跡附太閤ヶ平保存整備基本計画』に基づき、建造物
の復元も視野に入れた、鳥取城跡の総合的な整備を
目指しています。本年度は、基本計画の整備期間前
期の10年間の実施計画の策定作業を進めています。
　具体的には、有識者と市民からなる検討委員会を
設置し、次のテーマに沿った 3つの部会に分かれ
て平成 18年 7月から検討してきました。

　最初に復元整備を計画している登城路（大手筋）
の基本的な設計と整備行程・整備費用について
　
　中世城郭群を含む、史跡鳥取城跡附太閤ヶ平の学
術調査の方針と調査成果の情報発信について

　鳥取城跡の利活用の促進と管理体制・情報発信の
あり方について
※それぞれの部会の検討内容については、市ホーム
ページで公開しています。

　市民の皆さんのご意見を実施計画の内容に反映
させるため、右記の要領で市民政策コメントを実
施します。多数のご意見をお待ちしております。

informationPickup

第 1回「住民自治基本条例検討委員会」を開催しました！

問い合わせ先　
市役所本庁舎協働推進課  （0857）20-3181

　本市のまちづくりの基本理念や原則を定める「鳥
取市住民自治基本条例（仮称）」について、その素
案を検討・作成する、「鳥取市みんなでつくる住民
自治基本条例検討委員会」（委員 22 人で構成）の
第 1回会議を、1月 29日（月）に開催しました。
　委員会のあいさつの中で、竹内市長は、「私は、
市民が主役の新しい市政を目指しており、そのため
には、合併後の本市における自治の仕組みについて
の共通認識や基盤が必要です。住民自治基本条例は、
地方分権時代に、住民が自治を実践していく上で必
要であり、今後の地方自治の大事な基盤となるもの
です。新しい鳥取市のスタートとなる大事な条例で
すので、前向きに取り組んでいただきますようお願
いします。」と各委員に呼びかけました。
　委員会では、委員長に大

お お く ぼ

久保良
よしたか

隆委員、副委員長
に池

いけい

井輝
てる お

夫委員と西
にしやま

山靖
やす よ

代委員を選出し、今後の検
討スケジュールについて、本年 12月に条例の素案
を市長に提出し、平成 20年 3月の条例制定を目標

とすることを確認しました。
　また、より詳細な検討を行うため、委員会の中に
「条例素案ワーキング部会」、「市民広報部会」、「協
働推進部会」の 3部会を設け、委員が分担して検
討を行うことを決定しました。その他、委員からは、
「委員会が自ら積極的に市民に広報しなければなら
ない」といった問題提起がなされるなど、長時間に
わたり活発な議論が交わされました。
　今後の委員会での検討状況や、市民の皆さんに参
加していただくフォーラム、ワークショップの開催
などについては、市報や市ホームページなどでお知
らせしていきます
ので、市民の皆さん
の積極的な参加を
お待ちしています。

　　　　　　 みなさんのご意見をお寄せください
　　　　　 　　『史跡鳥

とっとり

取城
じょうせき

跡附
つけたり

太
たいこうがなる

閤ケ平保存整備実施計画』

提出方法　様式は問いません。住所・氏名を明記の
うえ、郵送、ファクシミリ、電子メール、持参のい
ずれかで
資料配置場所　
3月 2日（金）から市役所本庁舎総合案内所および
文化財課／市役所駅南庁舎総合窓口／各中央公民館
※鳥取市のホームページ（23ページ参照）にも掲
載しています。
提出期限　3月 16日（金）必着　
提出・問い合わせ先　
市役所本庁舎文化財課
（0857）20-3367 （0857）21-1594
電子メール kyo-bunka@city.tottori.tottori.jp

ご意見のあて先、
資料の配置場所はこちらです！

1. 大手筋復元整備基本設計

2. 調査計画

3. 利活用計画

市民政策コメント
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鳥取市体育協会

スポーツの功績者を讃
た た

え
平成18年度鳥取市スポーツ表彰受賞者を紹介します

問い合わせ先
市役所第２庁舎教育委員会体育課
 （0857）20－3371

　今年度のスポーツ表彰は、体育功労章をはじめとする 4つの表彰部門
に対し、個人 100 人、団体 30 組が受賞されました。なお、この表彰式は、
2月 17 日に鳥取市文化ホールで行われました。

（順不同・敬称略）

綿
わたもと

本 　 潔
きよし

鳥取市水泳協会
谷
たにぐち

口 嘉
よしあき

章 鳥取市弓道協会
渡
わたなべ

辺 順
じゅんいち

一 鳥取市ペタンク協会
塚
つ か だ

田忠
た だ お

雄（故人） 鳥取市バレーボール協会
松
まつもと

本 政
ま さ み

美 鳥取市地域体育会連合会

鳥大附属中学校新体操チ ーム

山
やまもと

本詩
し お り

織、本
ほんじょう

庄芹
せり ほ

帆、福
ふくたに

谷春
はる な

奈
長
は せ

谷万
ま ゆ こ

佑子、砂
すなだ

田未
み き

来、森
もり

　彩
あや か

歌　
田
たな か

中清
きよ か

香、浜
はまもと

本春
はる な

菜

松
ま つ だ

田 海
かいしゅ

珠 城北小学校
原
は ら だ

田 貴
たかひで

秀 富桑小学校
盛
も り た

田 彩
あ や の

野 醇風小学校
中
なかむら

村 洸
こうすけ

輔 湖山小学校
中
なかしま

島 惇
あ つ き

生 岩倉小学校
坂
さかもと

本 　 創
そう

鳥大附属小学校
中
なかむら

村 晃
こ う き

希 中ノ郷小学校
南
みなみ

　輝
き ら ら

良々 若葉台小学校
高
た か た

田 創
そ う た

太 岩倉小学校
福
ふくもと

本 卓
たくろう

朗 美保小学校
鈴
す ず き

木 　 慧
あきら

浜村小学校
的
ま と ば

場 友
ともひろ

宏 若葉台小学校
三
み わ

輪 早
さ よ

代 中ノ郷小学校
米
よねやま

山 菜
な お

緒 佐治小学校
山
や ま ね

根 大
た い き

輝 城北小学校
棚
た な だ

田 一
か ず き

輝 青谷中学校
徳
と く だ

田 由
ゆ う

羽 河原中学校
田
た む ら

村 有
あ り さ

沙 　〃
山
や ま ね

根 千
ち か

果 湖東中学校
藤
ふ じ た

田 雅
まさたか

隆 　〃
竹
たけうち

内 里
り な

奈 　〃
本
ほん

庄
じょう

由
ゆ い

依 　〃
徳
とくむら

村 健
けんさく

策 　〃
三
み よ し

吉 辰
た つ や

弥 国府中学校
柴
し ば た

田 彩
あ や か

花 桜ヶ丘中学校
金
か ね こ

子 洋
よ う た

太 　〃
井
いのうえ

上 晴
はるゆき

之 　〃
大
おおはし

橋 和
かずひろ

弘 　〃
田
た な か

中 　 萌
もえ

　〃
日
く さ か べ

下部結
ゆ め

女 鳥大附属中学校
浜
はまもと

本 春
は る な

菜 　〃
福
ふくたに

谷 春
は る な

奈 　〃
福
ふくやす

安 美
み わ

和 　〃
長
ながおか

岡 里
り か

香 　〃

山
や ま だ

田 知
ともひろ

広 鳥大附属中学校
坂
さかもと

本 聖
せいいち

一 　〃
田
た が わ

川 　 諒
まこと

　〃
宮
みやわき

脇 朋
と も こ

子 　〃
中
なかにし

西 真
ま ほ

穂 　〃
福
ふくもと

元 花
か な

奈 　〃
安
あんどう

藤 祥
さ ち え

恵 　〃
西
にしむら

村 奈
な つ き

月 中ノ郷中学校
近
こんどう

藤 　 陸
りく

　〃
網
あみたに

谷 勇
た け し

志 西中学校
須
す ど う

藤 火
か ざ ん

山 　〃
田
た な か

中 智
と も き

己 福部中学校
日
く さ か べ

下部勝
か つ や

也 南中学校
中
な か の

野 育
い く み

実 　〃
山
やました

下 恭
やすひろ

弘 用瀬中学校
牧
まき

　 和
か ず ほ

穂 鳥取市陸上競技協会
上
う え た

田 広
こうだい

大 鳥取市水泳協会
安
あ ん じ

治 直
な お と

人 鳥取市アーチェリー協会
西
にしやま

山 　 樹
いつき

美保南小学校
廣
ひろおか

岡 美
み か

佳 倉田小学校

湖南バレーボールクラブ（女子）
逢坂ジュニアバレーボール部
美保少年野球クラブ
青谷中学校男子全学年リレーチーム
河原中学校女子陸上チーム
気高中学校男子バスケットボールチーム
気高バレーボールクラブ
湖東中学校女子剣道チーム
湖東中学校男子剣道チーム
湖東中学校女子卓球チーム
湖東中学校軟式野球チーム
桜ヶ丘中学校男子駅伝チーム
桜ヶ丘中学校男子弓道チーム
鳥大附属中学校新体操チーム
鳥大附属中学校女子駅伝チーム
鳥大附属中学校女子陸上チーム
西中学校女子弓道チーム
西中学校サッカーチーム
西中学校相撲チーム
東中学校女子バスケットボールチーム
鳥取県相撲チーム
醇風地区体育会
遷喬地区体育会
東郷地区体育会

香
か が わ

河 優
ゆ う た

太 津ノ井小学校
棚
た な だ

田 誉
た か し

史 青谷小学校
谷
たに

　 爽
さ え み

笑 城北小学校
平
ひ ら お

尾 百
も も か

花 遷喬小学校
福
ふ く た

田 耕
こうすけ

佑 用瀬小学校
原
は ら だ

田 大
だいすけ

輔 鳥取クラブ
田
た む ら

村 健
け ん と

人 末恒小学校
中
なかしま

島 健
けんすけ

輔 若葉台小学校
安
や す ぎ

木 渓
け い た

太 久松小学校
大
おおがき

垣 り み 美保小学校
米
よねはら

原 達
た つ や

也 　〃
高
たかはま

浜梨
り り な

々菜 醇風小学校
俵
たわら

　野
の の か

々花 鳥大附属小学校
谷
たにぐち

口 香
か り ん

林 河原中学校
竹
たけもと

本 晃
こ う た

大 湖東中学校
安
あんどう

藤 有
ゆ か

香 　〃
安
あ べ

部 巨
な お と

人 　〃
岸
きしもと

本 香
か な

菜 　〃
松
まつもと

本 聖
せ い ら

来 江山中学校
山
やまもと

本 詩
し お り

織 鳥大附属中学校
須
す さ き

﨑 瑠
る か

佳 東中学校
前
ま え た

田 奈
な ほ

帆 　〃
清
し み ず

水 隆
た か し

志 鳥取市バドミントン協会
佐
さ と う

藤 伴
と も や

哉 　〃
山
やまもと

本 正
ま さ と

人 　〃
滝
たきやま

山 伸
しんいち

一 鳥取市陸上競技協会
松
まつもと

本 浩
こ う じ

次 　〃
前
ま え た

田 恵
けいいち

一 　〃
山
や ま ね

根 健
けんいち

一 　〃
小
こいずみ

泉 淳
じゅんいち

一 　〃
大
お お え

江 和
かずゆき

幸 　〃
竹
たけもり

森 晴
はるひさ

久 　〃
松
まつしま

嶋 厳
い つ お

夫 　〃
福
ふ く た

田 　 恵
めぐみ

　〃
竹
た け た つ

田津翔
しょうた

太 鳥取市スケート連盟
安
あん よ う じ

養寺立
た て し

志 鳥取県障害者スポーツ協会
前
まえじま

島 浩
こ う じ

二 　〃
河
か わ た

田 　 稔
みのる

　〃
日
ひ か さ

笠 忠
ただみち

倫 　〃
山
やまむら

村 和
かずひろ

弘 　〃

米
よ ね だ

田 　 暉
ひかる

日進小学校

スポーツ奨励賞（団体）スポーツ奨励賞（団体）
鳥取市小学校男子水泳選抜チーム
美保南クイーンズ
湖東中学校女子卓球Ｂチーム
南中学校女子バスケットボールチーム
鳥取県聴覚障害者バレーボールクラブスポーツ奨励賞（個人）スポーツ奨励賞（個人）

スポーツ賞（団体）スポーツ賞（団体）

スポーツ賞（個人）スポーツ賞（個人）

わかとり賞わかとり賞

体育功労賞体育功労賞
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いのち・愛・人権

353353

　

明
治
小
学
校
に
は
毎
年
た
く
さ
ん

の
地
域
の
人
々
が
来
ら
れ
、
特
に
春

の
梅
祭
り
や
秋
の
収
穫
祭
に
は
、
地

域
の
お
年
寄
り
を
招
待
し
て
全
校
で

ふ
れ
あ
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
以
外
に

も
、
ど
の
学
年
も
、
地
域
に
出
か
け

た
り
、
反
対
に
地
域
の
み
な
さ
ん
に

来
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
地
域
の

人
た
ち
か
ら
見
守
ら
れ
な
が
ら
生
き

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
な
が
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
身
近
な
人
々

と
つ
な
が
り
の
中
で
生
き
て
い
る
こ

と
の
心
地
よ
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
、
よ
り
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
い

て
い
こ
う
と
す
る
前
向
き
な
生
き
方

へ
と
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
こ
と

が
、
お
互
い
の
存
在
を
大
切
に
す
る

生
き
方
と
し
て
身
に
つ
い
て
い
く
も

の
と
考
え
、
実
践
を
進
め
て
き
た
も

の
で
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、
３
年
生
の
取
り
組

み
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

見つめよう・学び合おう・見つめよう・学び合おう・
つながろうつながろう

　明治小学校では三年前から、「夢と希望を持って、自らの未来を開
く心豊かな子どもの育成」～見つめよう　学び合おう　つながろう～
をテーマとして取り組みを進めています。その中で特に大切にしてい
るキーワードは『つながり』です。

　３年生の学習は、鳥取地域の山間部にある明治地区の「生
きがいの森」を訪れることからスタートしました。地域の竹
内宗一さんは、この森の木を守り、道を整備し、子どもたち
が座るベンチを作るなど、誰もが歩いて楽しめるようにして
おられます。毎年、子どもたちは地域のたからものである「生
きがいの森」でのふれあいを楽しみにしています。
　子どもたちは、竹内さんのそんな生き方に間近かにふれ
ることによって、自分たちの住んでいる地域に誇りを持ち、
愛着を持つとともに地域の人とのつながりを大切にしてい
こうという思いがより一層深まっていきました。
　その後も、公民館活動への参加や野菜作りに取り組んで
おられる「ラブグリーン細見」のみなさんとの交流、奥細
見での炭焼き体験など「明治のたからもの」を探し求める
学習を進めてきました。
　このように、地域の人たちと出会い、お互いの思いを交
わす中で、今の自分たちにできることはどんなことだろう
と考えることができるようになったことが大きな成果です。
　今後はさらに、地域の一員として新しい明治を創ってい
くために、自分たちのくらし
を豊かでよりよいものにして
いくこと、自らが進んで地域
に出かけて主体的に行動して
いくことなど、つながりを大
切にした実践を続けていきた
いと考えています。

■問い合わせ先
　市役所第２庁舎人権教育課 （0857）20－3376

テーマ

　生きがいの森に来たときには、りっぱ
なヒノキだなと思いました。竹内さんが、
この森の道を一人で作っておられること
を知ってびっくりしました。ものすごい
どりょくだと思います。竹内さんは明治
の美しい森を守っておられます。ぼくも
みんなのためになるようなことができる
ようになりたいです。

３年生の取り組み

●  参加した子どもたちの感想から

「明治のたからものをさがそう」「明治のたからものをさがそう」

　ラブグリーン細見のみなさんは、みん
ながにこにこわらっておられてやさしか
ったし、助け合ってがんばっておられる
なと思いました。
　畑も田んぼも大きくてびっくりしまし
た。みんなで力を合わせると、すごい力
になるのだと思いました。

「ラブグリーン細見」との交流「ラブグリーン細見」との交流

「生きがいの森」で竹内さんとふれあう児童たち「生きがいの森」で竹内さんとふれあう児童たち

地
域
と
の
つ
な
が
り

地
域
と
の
つ
な
が
り



　2月8日( 木 )、市役所本庁舎で醇風小学校教諭の石
いしもと

本俊
しゅんいち

一さ
んに消防局長表彰と感謝状が贈呈されました。これは、1月27日
に寿町で発生した住宅火災において建物内に取り残された女性を、
自らの危険を顧みることなく救出したことに対し東部消防局長から
消防局長表彰が、市長から感謝状が贈呈されたものです。石本さ
んは、「勇気ある行動と褒められているが、そのときは無我夢中で
怖いなんて考える余裕はなかった。子どもたちには無謀なことはし
ないように火事の怖さを伝えていきたい」と語っていました。

勇気ある行動に消防局長表彰・市長感謝状

市役所本庁舎

　1月 26日 ( 金 )、国指定重要文化財「仁風閣」で消防訓練が行われま
した。これは、昭和 24 年1月 26日に奈良県の法隆寺金堂で火災が起き、
国宝の十二面壁画の大半が焼失したことから、毎年この日を「文化財防火
デー」と定め全国的に展開される文化財防火運動の一環として行われたも
のです。たき火の不始末により建物に延焼する恐れがあるとの想定で館
内の職員が避難した後、ポンプ車など 3台の消防車両が到着。車から降
りてきた消防署員が素早くホースをつなぎ一斉に放水して、万が一の火災
へ備えました。

文化財を火災から守れ !

仁風閣

　1月 26 日 ( 金 ) から 2 月 2 日 ( 金 ) まで、鹿野町勝谷地区公民館でエコ
リサイクル教室が開催されました。この教室は、不用品を再利用して日常生
活用品を製作することを通じて、ごみの減量化、リサイクルなど環境問題に
ついて学習することを目的として開かれたもので、この日は玄関マットの製
作に取り組みました。参加したみなさんは、不用となった洋服や布団の生地、
端切れなどを再利用した生地を、配色などを考えながら手際よく順番に縫い
合わせ、丈夫でカラフルな玄関マットを完成させました。

鹿野町勝谷地区公民館

不用品から日常生活用品を

　福部町海士の福部町アイデア館では昨年12月から毎日、各集落のグルー
プが入れ替わりに味噌づくりを行っています。我が家の味を守ろうと、厳選さ
れた大豆、自家米を発酵させた糀

こうじ

、こだわりの塩などを材料に、この日も愛情
いっぱいの味噌を仕込んでいました。家族の健康を願い減塩仕立てのこの味
噌は、10カ月程度熟成した後、それぞれの家庭の食卓に出されることになり
ます。

福部町アイデア館

愛情いっぱいの味噌づくり
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　 1月 23日から因幡万葉歴史館で、版画家、谷
たにがみかずあき

上一明さんの版画展を開
催しています。谷上さんは地元の小学校で教鞭をとるかたわら、国府町の
文化財や湖山池などをテーマに版画の制作を続けてこられ、来場者は情感
あふれる作品一枚一枚を食い入るように眺めていました。版画展は 3月18
日まで開催していますので、みなさんぜひご来場ください。

因幡万葉歴史館

　2月 5日 ( 月 )、市立西郷保育園の園児 12 人が「特別養護老人ホー
ム河原あすなろ」を訪れ、入所者のみなさんと交流しました。園児たち
がこの日のために練習を重ねた歌やダンスを披露すると、入所者は「元
気でいいなあ」、「かわいい」と言って一緒に歌ったり、手拍子をしたり
して楽しみました。また、園児たちは入所者一人一人に、紙コップとス
トローで作った色とりどりの手作りの花をプレゼント。「いつまでも元
気で長生きしてください」と話しかけ、入所者のみなさんを喜ばせまし
た。

河原あすなろを園児が慰問

河原あすなろ

情感あふれる版画の世界

地域をパトロール「こども見守り隊」

用瀬地域

　 2月13日( 火 )、本市在住の演歌歌手、高
たかがき

垣広
ひろ み

美さんが新しく発売
する「リサイクル音頭」をPRしようと竹内市長を表敬訪問しました。リ
サイクル音頭は幸

こうしま

島王
おう じ

子さんが作詞、西
にし お

尾涼
りょうこ

子さんが作曲し、昨年 8月
に発表されたものを、高垣さんが歌で社会貢献できればとこのほどあらた
めて収録したものです。「あかん投げたら 缶と希

ゆ め

望」などひねりの利いた
歌詞を高垣さんがテンポよく歌い上げ、ごみの分別・減量化とリサイクル
運動の推進を呼びかけています。

リサイクル音頭で楽しく分別

市役所本庁舎

　2月 11 日 ( 日 )、「第 12回さじアストロパーク雪まつり」が開催され
ました。今年は暖冬の影響で雪のない「雪まつり」となりましたが、昨年
を上回る来場者があり、恒例のイベント「雪像作り大会」の代わりに「重
さピッタリ雪玉」などアイデアいっぱいのイベントでにぎわいました。ま
た、佐治町内で収穫されたサツマイモを使った焼きいもが振る舞われ、最
後は「星座ビンゴ大会」で締めくくり、盛況のうちに幕を閉じました。

雪がなくてもアイデアいっぱい

さじアストロパーク

　児童を狙った凶悪犯罪の防止に努め安全な地域づくりに貢献しよう
と、鳥取県商工会青年部連合会が「こども見守り隊」を結成しました。
用瀬町商工会でも青年部員全13人が参加し同隊を結成。2月5日(月)、
用瀬商工会館で結団式が開かれました。各部員の自家用車や営業車に
防犯を呼びかけるオリジナルのマグネットシートを貼り付け、児童の
登下校時に防犯パトロールを行うなど、商工会員ならではの地域に密
着した活動が期待されます。
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介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
要
介

護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ
た
人

を
在
宅
介
護
し
て
い
る
家
族
を
対
象

に
、
お
む
つ
代
な
ど
の
購
入
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
要
件　

介
護
さ
れ
て
い
る
人
が

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
、
か
つ

介
護
し
て
い
る
家
族
が
同
居
ま
た
は

隣
接
地
に
居
住
し
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
で
あ
る
こ
と

対
象
品
目　

紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ

ッ
ト
、
使
い
捨
て
手
袋
、
清
拭
剤
、

ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
、
防
水
シ
ー
ツ
、

消
臭
剤

助
成
費　

年
間
１
人
当
た
り
７
万
５

０
０
０
円
ま
で

助
成
方
法　

１
期
当
た
り
２
万
５
０

０
０
円
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
交
付
（
初

め
て
利
用
す
る
場
合
は
事
前
に
申
請

が
必
要
）

第
１
期　

４
月
１
日
〜
７
月
31
日

第
２
期　

８
月
１
日
〜
11
月
30
日

第
３
期　

12
月
１
日
〜
３
月
31
日

※
期
ご
と
に
対
象
者
の
確
認
を
行

い
、
そ
の
期
間
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
を

交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

各
中
学
校
区
の
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
／
市
役
所
駅

南
庁
舎
高
齢
社
会
課
（
０
８
５
７
）

20̶

３
４
５
３
／
各
総
合
支
所
福
祉

保
健
課
（
上
記
参
照
）

休
止
保
育
園
：
千
代
保
育
園

※
３
月
30
日
（
金
）
ま
で

開
始
保
育
園
：
鳥
取
あ
す
な
ろ
保
育
園

（
江
津
５
７
１

－２
）

※
４
月
２
日
（
月
）
か
ら　

利
用
料　

▽
３
歳
未
満
児
２
０
０
０
円
／
人　

▽
３
歳
以
上
児
１
３
０
０
円
／
人

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
駅
南
庁
舎

児
童
家
庭
課
（
０
８
５
７
）20̶

３
４
６
４
／
鳥
取
あ
す
な
ろ
保
育
園

（
０
８
５
７
）23̶
３
５
６
５

　　　

引
っ
越
し
な
ど
に
と
も
な
う
多
量

の
ご
み
は
、
２
〜
３
袋
ず
つ
何
度
か

の
収
集
日
に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

一
度
に
多
量
の
ご
み
が
出
る
場
合

は
、
許
可
業
者
に
依
頼
す
る
か
、
分

別
を
徹
底
し
て
、
左
記
の
処
理
施
設

に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
地
域
ご
と
に
搬
入
先
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
業
活
動
に
と
も
な
う
ご
み

は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本
庁
舎　

生
活
環
境
課
（
０
８
５
７
）
20̶

３

２
１
７
／
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

（
上
記
参
照
）

　

市
民
の
交
通
安
全
の
意
識
を
高

め
、
被
災
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
平
成
19

年
度
の
加
入
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

※
申
込
書
は
問
い
合
わ
せ
先
の
ほ

か
、
市
役
所
駅
南
庁
舎
総
合
窓
口
に

も
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本
庁
舎
協

働
推
進
課
（
０
８
５
７
）20̶

３
１

８
２
／
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

（
上
記
参
照
）

と
き　

３
月
11
日（
日
）午
後
１
〜
４
時

と
こ
ろ　

東
部
消
防
局
（
吉
成
）

受
講
対
象
者　

中
学
生
以
上

講
習
科
目　

心
肺
蘇そ
せ
い生
法
と
A
E
D

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
使
用

す
る
た
め
の
実
技
指
導
な
ど

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

東
部
消
防
局 

（
０
８
５
７
）
23̶

２
３
０
１

In
fo

r
m

a
tio

n
In

fo
r
m

a
tio

n

情報ひろば
■各総合支所　
国府 （0857）39ー0555／福部 （0857）75ー2111
河原 （0858）76ー3111／用瀬 （0858）87ー2111
佐治 （0858）88ー0211／気高 （0857）82ー0011
鹿野 （0857）84ー2011／青谷 （0857）85ー0011

お知らせ

福　祉

家
族
介
護
用
品
購
入
費
の
助
成

市
民
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入

救
命
講
習
会

引
っ
越
し
ご
み
の
処
分

区　分 地　　域 搬　入　先 電 話 番 号 料　金

可燃物

鳥取地域 神谷清掃工場 （0857）53-2612

50kgごとに500円
国府地域 国府町クリーンセンター （0857）26-9737
福部地域 レインボーふくべ （0857）75-2454
気高・鹿野・青谷地域 ながおクリーンステーション （0857）82-1744

河原・用瀬・佐治地域 クリーンセンターやず （0858）85-1715
50kgまで 500 円
以降10kg 増すごと
に100 円加算

不燃物 鳥取市全域 リファーレンいなば （0857）59-1802 10kgごとに330円
※ブラウン管テレビ・エアコン・洗濯機・冷蔵庫・パソコンなどは受け入れできません。
※許可業者については、生活環境課または各総合支所市民生活課までお問い合わせください。

一
時
保
育
実
施
保
育
園
の
変
更
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退職したら国民年金
加入の届け出を

お支払いは口座振替が便利でお得です

　国民健康保険の保険証の更新にとも
なう新しい保険証は、3月 15 日以降
に配達記録郵便で送付する予定です。
配達時に不在の場合は、3月 31日まで郵便局で保管さ
れますので、郵便局まで取りに行くか、時間帯指定再
配達などをご利用のうえ、お受け取りください（保管
期間経過後は保険年金課でお預かりしています）。現在
お使いの保険証は、有効期限が平成 19年 3月 31日に
なっていますので、期限終了後破棄してください。なお、
高齢受給者証・老人医療受給者証は、そのままお使い
ください。
なお、保険料を完納されていない人は、市役所駅南

庁舎保険年金課または、各総合支所福祉保健課の窓口
での更新となります。

保険証の更新は、郵送で

■問い合わせ先　

△

市役所駅南庁舎保険年金課  （0857）
20－3482

△

各総合支所福祉保健課（16ページ上記参照）

※国保以外の健康保険に加入された人は、新しい保険証
（扶養者分を含む）と国民健康保険証を持参のうえ、す
みやかに下記問い合わせ先で喪失届けをしてください。

■問い合わせ先
　市役所駅南庁舎保険年金課  （0857）20－3484　

鳥取社会保険事務所  （0857）27－8311

　20 歳～ 60 歳の人で、会社を退職して厚生年金や共済
年金の加入者でなくなった人、また、その人に扶養され
ていた配偶者（3号被保険者）は、市役所で国民年金加
入の届け出が必要です。年金手帳、退職した日付のわか
る証明書をお持ちいただき、国民年金の窓口に届け出て
ください。退職して収入がなくなった人には、年金保険
料の免除が受けられる場合もありますので、お問い合わ
せください。

　国民年金保険料の口座振替は、金融機関やコンビニな
どに出向かなくても自動的に口座から引き落とされるの
で便利です。また次のような特典もあります。
　1年前納する場合は、納付書による通常の支払いより
もさらに割引があります。平成 19 年度に 1年間分を前
納した場合では、納付書による通常支払割引 3000 円 +
口座振替割引 550円で計 3550 円の割引になります。
※平成19年度は4月末日が金融機関の休業日のため、翌
　営業日の5月1日（火）に振替予定です。
　また、納期限より 1カ月早く振替される当月振替では
月額 50 円割引になります。毎月振替とあわせてご検討
ください。
　このように、便利でお得な口座振替にしてはいかがで
しょうか。

内
容　

社
会
教
育
の
振
興
策
お
よ
び

公
民
館
活
動
に
関
す
る
計
画
な
ど
に

つ
い
て

応
募
人
数　

４
人

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
21
年
３

月
31
日
ま
で

応
募
先　

生
涯
学
習
課
（
〒
６
８
０

̶

０
８
４
１・
吉
方
温
泉
３
丁
目
・
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）
　

（
０
８
５
７
）

20̶

３
３
６
１

　　

高
齢
者
や
、
こ
れ
か
ら
高
齢
期
を

迎
え
る
み
な
さ
ん
の
生
活
や
活
動
の

参
考
に
な
る
事
例
を
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

内
容　

▽
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ（
高

齢
者
が
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
ら

の
責
任
と
能
力
で
自
由
に
生
き
生
き

と
生
活
を
送
る
こ
と
）を
実
践
し
て
い

会
議
の
開
催　

年
２
回
程
度

報
酬　

９
０
０
０
円
／
回
（
平
成
19

年
度
）

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以

上
（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、

平
日
開
催
の
会
議
に
出
席
可
能
な
人

応
募
方
法　
「
鳥
取
市
の
社
会
教
育

の
振
興
な
ら
び
に
公
民
館
活
動
に
つ

い
て
の
意
見
」
を
８
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
、住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
持
参
ま

た
は
郵
送
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
の
う
え

決
定
し
ま
す
。

応
募
期
限　
３
月
16
日
（
金
）
必
着

る
高
齢
者
お
よ
び
活
動
内
容　

▽
地

域
で
社
会
参
加
活
動
な
ど
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
お

よ
び
活
動
内
容
な
ど

応
募
期
限　

３
月
23
日
（
金
）

応
募
方
法　

市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢

社
会
課
、
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

お
よ
び
市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
案

内
所
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
持
参
・
郵
送
の
い
ず
れ
か
で

応
募
先　

市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢
社

会
課
（
０
８
５
７
）
20̶

３
４
５
１

／
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
（
16

ペ
ー
ジ
上
記
参
照
）

募　集

高
齢
者
の
活
動
事
例

（
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
）

鳥
取
市
社
会
教
育
・

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
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対
象　

市
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
人

と
き　

４
月
か
ら
１
年
間

と
こ
ろ　

鳥
取
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー（
富
安
二
丁
目
）

申
込
方
法　

鳥
取
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
備
え
付
け
の
申
込
書
で

申
込
期
間　

３
月
15
日
（
木
）
〜
30

日
（
金
）
※
先
着
順

申
込
先　

鳥
取
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
さ
ざ
ん
か
会
館
内
）
（
０
８
５
７
）

24̶

３
１
８
０

■
次
の
会
場
で
行
わ
れ
る
教
室
に
つ

い
て
は
、
直
接
各
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

会
場　

気
高
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
先　

気
高
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
０
８
５
７
）82̶

２
７
２
７

会
場　

鹿
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
先　

鹿
野
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
０
８
５
７
）84̶
３
１
１
３

応
募
資
格　

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭

で
傘
踊
り
の
経
験
が
あ
り
、観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
県
外
派
遣
に
参
加
で

き
る
人
で
、
傘
踊
り
の
伝
承
な
ど
に

熱
意
を
持
っ
て
い
る
人

募
集
人
数　

70
人
程
度

応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
持
参
・

郵
送
の
い
ず
れ
か
で

応
募
期
限　

３
月
23
日（
金
）必
着

応
募
先　

鳥
取
市
観
光
協
会

〒
６
８
０̶

０
８
３
５
・
東
品
治
町

１
１
１̶

１
・
（
０
８
５
７
）
26̶

０
７
５
６

職
務
内
容　

本
市
の
国
際
交
流
事
業

に
か
か
る
韓
国
語
通
訳
・
翻
訳
業
務

採
用
者
数　

１
名

任
用
期
間　

４
月
16
日
〜
平
成
20
年

３
月
31
日 

※
更
新
あ
り

勤
務
時
間　

週
30
時
間

勤
務
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
企
画
調

整
課

応
募
資
格　

昭
和
17
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
日
本
語
お
よ
び
韓
国
語

に
よ
る
業
務
が
可
能
な
人

応
募
方
法　

履
歴
書
・
職
務
経
歴
書

を
持
参
ま
た
は
郵
送
で

応
募
期
間　

３
月
１
日（
木
）〜
15
日

（
木
）
※
消
印
有
効

選
考
方
法　

経
歴
審
査
の
一
次
選
考

と
面
接
試
験
の
二
次
選
考　

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
本

庁
舎
企
画
調
整
課　

（
０
８
５
７
）

20̶

３
１
５
４

対
象　

小
・
中
学
生
（
男
女
不
問
）

と
き　

▽
な
ぎ
な
た
：
毎
週
土
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午　

▽
剣
道
：
毎
週

土
曜
日
午
後
２
時
30
分
〜
５
時
、
毎

週
日
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

鳥
取
市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

費
用　

入
会
金
：
１
０
０
０
円
、
受

講
料（
月
額
）：
１
０
０
０
円

定
員　

各
20
人
程
度

期
間　

４
月
か
ら
１
年
間

※
詳
し
く
は
、
申
込
先
ま
で

申
込
先　

鳥
取
市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ

ー（
三
津
）
（
０
８
５
７
）28̶

５
２
５
９

　　

一
般
の
人
を
対
象
に
科
目
等
履
修

生
（
単
位
取
得
あ
り
）
と
聴
講
生
（
単

位
取
得
な
し
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
科
目　

▽
環
境
法
の
基
礎 

▽
音

と
光
の
デ
ザ
イ
ン 

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
入
門
な
ど
約
70
科
目

受
講
期
間  

４
月
９
日
（
月
）
〜
８

月
３
日
（
金
）

出
願
資
格　

高
等
学
校
を
卒
業
（
卒

業
同
等
）
し
た
人
で
通
学
可
能
な
人

申
込
期
間　

３
月
５
日
（
月
）
〜
14

日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
環
境
大
学
学

In
fo

r
m

a
tio

n

募　集

武
道
教
室
受
講
生

鳥
取
環
境
大
学

科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生

平
成
19
年
度
趣
味
の
教
室

教
室
名

定 

員

曜
日
・
時
間

囲　

碁

80

月
〜
土
曜
日

午
後
１
時
〜

将　

棋

50

月
〜
土
曜
日

午
後
１
時
〜

書　

道

60

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

午
後
１
時
〜

民　

謡

35

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

午
後
２
時
〜

手
工
芸

30

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜

い
け
花
各 

25

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

①
午
前
９
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
〜

謡　

曲

30

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜

お
ど
り

25

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜

日
本
画

35

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜

短　

歌

30

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜

俳　

句

20

毎
月
第
１
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜

表　

装

60

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜

詩　

吟

30

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜

陶　

芸

35

毎
月
第
１
・
３
・
４
週

※
曜
日
時
間
は
未
定

教
室
名

定 

員

曜
日
・
時
間

陶　

芸

20

毎
月
第
２
・
４ 

木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜

教
室
名

定 

員

曜
日
・
時
間

陶　

芸

15

毎
週
火
〜
木
曜
日

午
前
９
時
〜

園　

芸

25

毎
週
土
曜
日

午
前
９
時
〜

木　

工

25

11
月
〜
３
月

毎
週
金
〜
月
曜
日

午
前
・
午
後

非
常
勤
嘱
託
職
員

「
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り
」
観
光
協
会
連
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務
課 

（
０
８
５
７
）
38̶

６
７
１
０・

電
子
メ
ー
ル gakum

u@
kankyo -u.

ac.jp内
容　

簡
易
水
道
事
業
の
運
営
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議

応
募
人
数　

３
人

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

会
議
の
開
催　

年
２
回
程
度

報
酬　

９
０
０
０
円
／
回
（
平
成
19

年
度
）

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

（
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
）の
人
で
、

平
日
開
催
の
会
議
に
出
席
可
能
な
人

応
募
方
法　
「
鳥
取
市
の
簡
易
水
道

に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
を
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
、
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
の
う

え
決
定
し
ま
す
。

応
募
期
限　

３
月
15
日
（
木
）
必
着

応
募
先　

市
役
所
第
２
庁
舎 

農
村

整
備
課
簡
易
水
道
室

（
０
８
５
７
）
20̶

３
２
４
６

（
０
８
５
７
）
20̶

３
０
４
７

電
子
メ
ー
ル noseibi@

city.tottori.
tottori.jp

　　　　

近
隣
、
家
族
、
職
場
内
で
の
ト
ラ

ブ
ル
、
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢
者
に

関
す
る
困
り
ご
と
な
ど
、
人
権
問
題

全
般
に
関
す
る
相
談
に
、
人
権
擁
護

委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

と
き　

３
月
20
日（
火
）午
後
１
〜
４
時

　軽自動車税は、4月 1日現在
で軽自動車、2輪車などを所有し
ている人にかかります。名義変更
や廃車をした場合は、早めに届け
出をしてください。
届け出場所　 ▽ 125㏄以下の原動機付自転車・農耕
車など／市役所駅南庁舎市民税課 （0857）20－3413
／各総合支所市民生活課（16ページ上記参照）

▽軽自動車・250㏄以下の2輪車／軽自動車協会 
（0857）28－7021・安長

▽ 250㏄を超える2輪車／鳥取運輸支局 （0857）
22－4154・丸山町
※３月30日（金）までに届け出がない場合は、平成
19年度分の軽自動車税がかかります。

　人が乗車できる農耕車（トラクター、コンバイン、田
植え機、テーラーなど）は、公道を走らなくても登録を
してナンバープレートの取り付けをしなくてはなりませ
ん。まだの人は早めに手続きをしてください。
届け出場所　 ▽市役所駅南庁舎市民税課 （0857）20
－3413／各総合支所市民生活課（16ページ上記参照）

　平成 19 年度の軽自動車税の納付書発送時期およ
び納期は、次のとおりです。
納付書発送　５月中旬
納　期　５月 17日（木）～ 31日（木）

問い合わせ先　

△

市役所駅南庁舎市民税課  （0857）
20－3413

△

各総合支所市民生活課（16ページ上記参照）

軽自動車の廃車・
名義変更の届け出

農耕車の届け出

軽自動車税の納付書の発送

【軽自動車税】

と
こ
ろ　

さ
ざ
ん
か
会
館（
富
安
二
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
（
０
８
５
７
）22̶

２
２
８
９

相
談
日　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

と
こ
ろ　

鳥
取
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
（
今
町
一
丁
目
住
友
生
命

ビ
ル
３
階
）
※
弁
護
士
に
よ
る
無
料

相
談
（
第
１
・
３
水
曜 

午
後
１
時
〜

４
時
／
要
予
約
）
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
団
法
人
日
本
損

害
保
険
協
会
鳥
取
相
談
セ
ン
タ
ー

（
０
８
５
７
）
24̶

４
２
３
３

無料相談

特
設
人
権
相
談
所

問い合わせ先　
市役所駅南庁舎高齢社会課  （0857）20－3452

※平成19年4月1日以降に65歳になった人も同様となります。

交
通
事
故
相
談

ご注意ください
介護保険料の特別徴収の
開始時期が変わります
　65歳以上の人で、老齢（退職）年金などを年額 18
万円以上受給している人については、原則、介護保険料
を年金から天引きする「特別徴収」としています。
　65歳になった人の特別徴収は、翌年度の 10月支給
分からでしたが、制度改正により平成19年度徴収分か
ら、下表のとおり変更します。
　なお、対象者には、個別にお知らせします。

65歳になった日と年金支
給決定日のいずれか遅い日 特別徴収開始
平成18年4月1日
　　 　　　　～9月30日 平成19年4月支給分から

平成18年10月1日
　　 　　　 ～ 11月30日 平成19年6月支給分から

平成18年12月1日
 　 ～平成19年1月31日 平成19年8月支給分から

平成19年2月1日
　 　　　　　～3月31日 平成19年10月支給分から

簡
易
水
道
事
業
審
議
会
委
員
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In
fo

r
m

a
tio

n

Vol.47

問い合わせ先
　 市立病院総務課　 （0857）37－1522

婦人科検診を受けましょう

長な
が
じ治　

誠
ま
こ
と

市
立
病
院　

産
婦
人
科　

医
長

　近年食生活の欧米化、少子化、晩婚
などライフスタイルの変化により、婦
人科がん（子宮がん、卵巣がん）の発
症は大きく変化しています。具体的に
は、卵巣がんや子宮体がんが増加する
一方、子宮頚がんは徐々に減少してき
ています。
　昨年 4月より子宮がん、卵巣がんの
PET 検査が保険適応となりました。実
際にどのような場合に行うかといえば、
がん患者さんの病期・再発・転移の診
断です。PET 検査というと、これまで
PET によるがん検診ばかりが注目され
てきたため、『がん発見の万能な検査で
ある。』というような誤解があります。
婦人科がんの場合はどうでしょうか。
　子宮頚がん・子宮体がんの検査、診
断方法は細胞・組織診検査で、特に子

宮頚がんは、婦人科検診の普及により
比較的早期に発見されることが多く、
がんを発見する目的で PET検査を行う
ことは稀で、主に再発・転移の診断に
用います。局所の病巣を 100％診断す
る方法ではありません。卵巣がんは癌
の特性上、CT などの他の画像検査で
再発が見つかりにくく、PET 検査で発
見されることもあります。このように
PET 検査は婦人科がん ( 卵巣がん、子
宮がん ) の病期・再発・転移の診断に
有用性が報告されてきています。特に
転移・再発の発見には優れた検査方法
ですが、局所の病巣の発見はやはり婦
人科検診です。1年に 1度は婦人科検
診を受けましょう。

問い合わせ先　東部広域行政管理組合 
生活環境課  （0857）26－0532

「いなばコンポ」「いなばコンポ」
をご利用ください！

　有機質肥料「いなばコンポ」は、県東部
のし尿や集落排水汚泥を衛生的に処理し、
肥料としてリサイクルした、環境にやさし

い肥料です。家庭の花壇や菜園・農地まで幅広く利用で
きます。これから花や野菜の育つ良い時期ですので、お
試しください。※使用方法などは JA鳥取いなば各支店また
は、各農業改良普及所にお問い合わせください。
定　価　252 円（税込）15㎏袋入り
お求め　JAグリーン千代水店・JA鳥取いなば農協各支店

土
の
精 

コ
ン
ポ
く
ん

鳥取スローフード料理コンテスト
　本市では地産地消を推進するため、3回目とな
る「鳥取スローフード料理コンテスト」を開催し
ました。このコンテストは、昔から鳥取でよく作
られ、食べられている大豆加工品と、昨年の大根
に代わりキャベツを使った創作メニューを競うも
のです。
　1月 24日（水）、1次審査（書類審査）を通過
した 9人は、最終審査会場の鳥取市福祉文化会館
で、アイディアいっぱいのメニューと手際の良さ
を披露しました。
　審査は、調理方法・外観・おいしさの項目につ
いて行われ、その結果、次の作品が受賞しました。

優秀作品

大豆・大豆加工品の部

キャベツの部

「トウフ・カスタード・バー」

「W大豆のぱくぱくバーグ」

「もちもちキャベツ」

「キャベツ肉団子の酢豚風」

市長賞市長賞

審査員特別賞審査員特別賞

安
やすだ

田 和
かず こ

子さん（福部町）

出
いで い

井 順
じゅんこ

子さん（福部町）

岡
おか べ

部 直
なお み

美さん（西  町）

白
しらいわ

岩 紀
のり こ

子さん（古  海）

問い合わせ先　市役所第２庁舎 産業振興課
                      （0857）20－3134

優秀作品のレシピは、市報および市ホームページ
に掲載しますので、ぜひチャレンジしてください。

決定！決定！

市長賞市長賞

審査員特別賞審査員特別賞

第３回第３回

お届け時期（申込締切日） お 届 け す る 品 物

４月便
平成19年4月13日 発送予定
（申込締切　3月 23日）

・畑の数の子
（そうめんかぼちゃ酢漬け）
・草餅・山椒の実の味噌
・白ハタの一夜干し
・手づくり味噌
・おいり・スライス牛肉
・花丸きゅうり
・らっきょうドレッシング

※お届けする品物は、天候などにより変更する場合があります。

　鳥取の農林水産物や、手づくりの加工品などを詰め
合わせた「とっとり・ふるさと宅配便」の申し込みを
受け付けています。新鮮な野菜や果物、日本海の香り
豊かな海産物、無添加の加工食品などを、四季折々、
年４便お届けします。
■料　金　１便当たり 4,500 円　
　　　　　  （４個以上お申し込みの場合は1,000円割引）
■申込先　 トットリ・アフトピア協会（市役所第2庁舎
　　　　　  農業振興課内） （0857）20-3237

ふるさとの味をあの人へ
◆受付中◆
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※日程が変更になる場合があります。
　必ず会場にご確認ください。　

〔　〕は開演時間
（有）は有料　

C onvention

コンベンション施設の催し案内

3月
イベント／展示／会議

10・11（土・日）
25日（日）

4日（日）
11日（日）
18日（日）
21日（水・祝）

25日（日）

22日（木）

10日（土）
16～18（金～日）
16～18（金～日）

23～25（金～日）
31・4/1（土・日）

スタインウェイピアノを弾こう！［午前10時］（有）
第32回鳥取西高等学校吹奏楽部定期演奏会［午後2時］

第33回千宝会チャリティーショー［午後1時］
第46回ヤマハ音楽教室発表会［午前10時 30分］
ペルエコーの会　ピアノ発表会［午後2時］
第18回ピアノ発表会 スプリングピアノコンサート2007
［午後3時］
第37回日本海カラオケ芸能チャリティーショー
［午後0時30分］

ふるさとの映像を見る会　「スーパーはくと ただいま
発車」など［午前10時・午後2時］

第4回街中ええもん市［午前11時］
戸塚刺しゅう展［16日：午前11時、17・18日：午前9時］
懐かしき洋画ポスター展［16日：午前11時、17・18日：午前9時］

鳥取蘭友会　春の洋蘭展
鳥取椿の会　春の椿展　

■【市民会館】掛出町・ （0857）24－9411

■【文化ホール】吉方温泉三丁目・ （0857）27－5181

■【視聴覚ライブラリー】吉方温泉三丁目・ （0857）20－3362

■【パレットとっとり市民交流ホール】弥生町・ （0857）39－2555

■【福祉文化会館】西町・ （0857）24－6766

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

☆寝たばこは、絶対やめる。
☆ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
☆ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

3月1日（木）～7日（水）3月1日（木）～7日（水）
『消さないで　あなたの心の　注意の火。』
『伝えたい　森のやさしさ　火のこわさ』

☆逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器などを設置する。
☆寝具や衣類からの火災を防ぐため、防炎製品を使用する。
☆火災を小さいうちに消すため、消火器などを設置する。
☆お年寄りや身体の不自由な人をまもるため、隣近所の協
　力体制をつくる。

３つの習慣３つの習慣

４つの対策４つの対策

問い合わせ先　東部消防局 （0857）23－2301

春の全国火災予防運動

募集 鳥取環境大学入試案内
問い合わせ先　鳥取環境大学入試広報課 （0857）38-6720

学　　科 募集
人員 選　考　方　法 入学願書

受付期間 試験日 合格発表 入学手続き
締切 試験会場

環 境 政 策 学 科 若干名 ●選択＝国語（近代以降の文章のみ）、地理
歴史・公民、数学、理科、外国語の全科目か
らの中から高得点の２教科２科目

3/13（火）

～

3/26（月）
※必着

ー 3/30（金）4/2（月） ー環境デザイン学科 若干名
情報システム学科 若干名

【センター試験利用入試（3期）】

問い合わせ先　八頭総合事務所 （0858）72－0261
　　　　　　　 東部総合事務所 （0857）20－3505

鳥取市自治連合会事務局鳥取市自治連合会事務局  がが  移転しました移転しました
  新しい所在地と電話番号は下記のとおりです。
【所 在 地】  鳥取市西町二丁目 311
　　　　　　 鳥取市福祉文化会館 1階
【電話番号】  （0857）20-0100（ファクシミリ兼用）

中央図書館中央図書館
　絵本をテーマにした講演会を、下記のとおり行います。
ぜひご来場ください。

▽と　き　3月18日（日）午後1時30分～ 3時30分

▽ところ　中央図書館 多目的ホール

▽演　題　子どもたちと絵本の扉をひらく
　　　　　　～未来に生きる子どもたちに想像力を～

▽講　師　聖和大学教育学部 幼児教育学科 教授
　　　　　　正

まさき

置  友
と も こ

子さん

▽入場料　無　料　※事前申込が必要です。

▽定　員　60人
※託児をご希望の人は3月9日（金）までにお申込みください。
申込・問い合わせ先　
中央図書館 （0857）27-5182・ （0857）27-5192

鳥取・国府地域の給水区域の人  「水栓番号」
  7 ケタの数字

河原・青谷地域の給水区域の人  「お客様番号」
  8 ケタの数字

転入・転出時には水道局へ届け出を！
次の場合、お早めに水道局へご連絡ください。

▽家の新築・転居などで新たに水道を使用するとき

▽転居のため、水道の使用をやめるとき
▽家の改築や長い間留守にするなど、当分の間水道を使用しないとき

▽使用者の名義を変更するとき
※届け出の際には、使用水量のお知らせや領収書などに記載さ
れている、次の番号をお知らせください。

問い合わせ先　 ▽鳥取・国府地域の給水区域／水道局営業
課 （0857）53－7922 ▽河原地域給水区域／水道局河原営
業所 （0858）76－3118 ▽青谷地域給水区域／水道局青谷
営業所 （0857）85－2526

水道局からのお知らせ

4月から鳥取県八頭総合事務所の4月から鳥取県八頭総合事務所の
　　　　　　  所管が変わります　　　　　　  所管が変わります
　現在、八頭総合事務所の県民局・農林局・県土整備
局が所管している、河原・用瀬・佐治町地域の業務を、
4月から東部総合事務所（立川町６丁目）に変更します。
※所管変更業務：県政などの総合相談、NPO関連、農
　林業関連、道路・河川などの県土整備関連

鳥取県からのお知らせ
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樗
おう ち だ に

谿を歩く

お
う
ち
だ
に
画
報

お
う
ち
だ
に
画
報

　この冬は雪が少ないせいか、樗
おうちだに

谿
を歩く人が多い。この樗谿は市民の
憩いの場として知られているが、地
形の特色が歴史上の出来事に深く関
わっていると考える人はそう多くは
無いと思われる。
　樗谿の地形を特色づけるものは北
に久松山、南に天神山（源太夫山）、
その奥部（東）に本陣山（太

たいこうがなる

閤平）
が位置し、この三

さんざん

山を結ぶように
150 ㍍前後の丘陵が尾根を連ねてい
ることである。久松山は中生代末に
形成された花

かこうがん

崗岩が長年の侵食を受
けてすり鉢状の山形となっている。
天神山は久松山より少し古い時代の
火山活動に由来する岩石でできてい
て、その古い分だけ山の形が複雑に
なっている。本陣山はそれより新し
い新生代第三紀に活動した溶岩に覆
われ侵食が進んでいないため、平坦
な山頂となっている。
　戦国の時代、武将達が鳥取平野を
見下ろせ、緊急時に背後の百

ももだに

谷から
物資を供給できる久松山に城を構え
て国を治める拠点にしたのは当然の

■問い合わせ先　やまびこ館　上町88
　　　　　　　 （0857）23ー2140

ことと思われる。この地の利を生か
した鳥取城の城将吉

きっかわつねいえ

川経家と相対し
た豊臣秀吉は経家以上に樗谿の地形
をよく理解していたと思われる。秀
吉が陣を構えた本陣山は溶岩による
平坦地で労せずして本陣を築くこと
ができ、しかも、この山頂からは毛

利軍が援軍や物資を送り込む賀露港
を見渡せ、背後の百谷から送られて
くる兵糧を押さえることが出来る軍
事の拠点として最適の地形的条件を
備えている。また、不思議なことに、
本陣山からは久松山が手に取るよう
に見えるのに、逆に久松山からは本
陣山が見にくいのである。秀吉はこ
こまでも樗谿の地形を知り尽くした
上で合戦に挑んだことと思われるが、
樗谿を散策される際には、みなさん
もこのようなことを思いながら歩い
てみてはいかがでしょうか。

　 　（やまびこ館 館長　星
ほし み

見 清
きよはる

晴）

佐治天文台長　香
こう

西
さい

洋
ひろ

樹
き

の  「空の向こうの物語」

Vol.12  黄
こ う ど う こ う

道光
　夜空が明るくなってしまった現在では、ほとん
どみることができなくなりましたが、太陽の通る
道筋「黄道」に沿ってとても淡いボーッとした光
の帯が見えることがあります。特に春、３月の夕
方の西空と、初秋９月の明け方の東空で顕著です。
これは、太陽系の惑星が回る平面、黄道面にある
微小な星のかけらたちが太陽の光を反射して光る
現象です。
　黄道に沿って舌

ぜつじょう

状に地平線から立ち上がる様
は、もう一つ天の川が現れたのではないかとさえ
感じるほどです。この黄道光として見える光の源
は、彗

すいせい

星の尾として見えていた固体の微粒子が主
である、と考えられていましたが、最近ではどう
やら小惑星がお互いに衝突を繰り返しているうち
に飛び散ったかけらも含まれているらしいと考え
られ始めました。太陽系が形造られる過程では衝
突という現象がとても重要な意味を持っており、
その衝突で生まれたのが太陽系の惑星たちで、そ
のときの微小なかけらたちも黄道光の源だという
わけです。

■問い合わせ先　
さじアストロパーク 
佐治町高山1071-1 （0858）89ー1011

　小学 4年から中学３年まで
の児童・生徒とその保護者を
対象に、講演会を開催します。
講師は海洋や生命の分野の第
一線で活躍する科学者・長

ながぬま

沼
毅
たけし

さんです。講演会の後半では「フリートーク」を行
います。興味深い話が直接聴ける絶好の機会ですので、
多数のご参加をお待ちしています。

親子講演会「深海、地底そして宇宙へ」

と　き　3 月 18日（日）午後1時 30分～ 3時 30分
ところ　さじアストロパーク
対象者　小学 4年生～中学生および保護者
講　師　長

ながぬま

沼  毅
たけし

 さん（広島大学助教授）
参加費　無料　※館内展示やプラネタリウム
などをご覧になる場合は料金が必要です。
申　込　代表者および住所、連絡先、参
加人数を電話で上記問い合わせ先まで
※前日、17日（土）午後３時から、一般を対象とした講演会
「100億人時代のマグロ生産マニュアル」も開催します。

天神山（源太夫山）天神山（源太夫山）
本陣山（太閤平）本陣山（太閤平）

久松山久松山

「提供：海洋研究開発機構」

「しんかい6500」
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PUBLIC INFORMATION

鳥取市の人口

　男　：  96,749人 ［△100］

　女　：104,127人 ［△40］

合　計：200,876人 ［△140］

世帯数： 75,302　   ［   23］
　　平成19年2月１日現在［　］内は前月比

鳥取市役所　

（0857）22ー8111㈹

（0857）20ー3040

〒680ー8571
　（郵便物は郵便番号と課名のみで届きます）

本 庁 舎　尚徳町116番地　

第2庁舎　上魚町39番地

駅南庁舎　富安二丁目138番地4

鳥取市ホームページアドレス　

http://www.city.tottori.tottori.jp/

ホームページ抜粋版

（携帯電話対応アドレス）

http://www.city.tottori.tottori.jp/mobile/

電子メール　

pl-tori@city.tottori.tottori.jp

各総合支所　

国府 （0857）39ー0555

福部 （0857）75ー2811

河原 （0858）76ー3111

用瀬 （0858）87ー2111

佐治 （0858）88ー0211

気高 （0857）82ー0011

鹿野 （0857）84ー2011

青谷 （0857）85ー0011

編集・発行
鳥取市企画推進部秘書課広報室
（0857）20ー3159
印刷／富士印刷株式会社

※住民登録人口と外国人登録人口を合計した
ものです。

Vol.11Vol.11
市長からの手紙

健全な財政運営に努めています

　国の財政構造改革により地方交付税は年々削減されており、
他の財源の確保にも努めていますが市の財政は引き続き厳し
い状況にあります。その中にあっても、市民の皆様の要望を踏
まえながら市民生活にとって必要性や緊急度の高い事業を優
先して実施するように努めています。
　平成 19年度の予算案では、不登校や発達障害の子どもたち
のための新たな拠点となる教育センターを設立するほか、小中
学校の建て替えといった教育施設の整備改善に力を入れます。
また、子育て支援の一環として、新たに鳥取市立病院に病後児
保育のための施設を設けます。さらに、鳥取自動車道の開通を
活かして地域経済を活性化するため、「2009 鳥取・因幡の祭典」
の支援と地場産業の振興・企業誘致に全力で取り組みます。
　私は市長就任以来、市町村合併を最大の行財政改革と位置づ
けて、行財政改革を推進してきました。これからも第 4次行
財政改革大綱と第 8次総合計画に基づき、行政経費の徹底し
た削減を図りつつ、計画的に行政を執行してまいります。
　本年度は市職員の新しい給与制度の導入を図るとともに、平
成 17年度に定めた定員適正化計画を大幅に上回るペースで職
員数の削減を進め、職員人件費の圧縮にも取り組んでいます。
　こうした改革により、平成17年度当初にはほとんどゼロであ
った財政調整基金・減債基金を、平成20年度末には残高が10
億円以上になるよう財政再建を着実に進めています。(※)
　市税や地方交付税による収入が減少する中で、本市は支出を
切り詰めていくことと、基金の取り崩しや起債などの借金を少
なくすること、また産業振興や人口増加による税収の増加など
により財政再建を着実に進めております。
　今後とも、予算編成の状況を始め、本市の財政状況を広く市
民の皆様にお知らせしご理解をいただきながら、後の世代に大
きな負担をかけない健全な財政運営を続けてまいります。

　　　　　　　　　　　　  鳥取市長　竹 内　功
※なお、本市のすべての基金の総額は、平成17年度決算時において
　約81億4,500万円です。

1 月 4日 今年の決意表明をしました1月 4日 今年の決意表明をしました



つ・ぶ・や・き
◆先日、鳥取スローフード料理コンテストの取材に行っ
てきました。これは、地産地消を推進するもので、今回で
3回目になります。料理の苦手な私は、いつでも料理本
がかかせません。しかし、コンテストに出場されたみなさ
んは、今までの経験と直感で新たなメニューを創作され
「すごいな～」の一言。時間制限があったり、ふだん使
っている調理器具でなかったりでやりにくい面もあった
と思いますが、みなさん楽しそうに調理しておられまし
た。私も見習って料理もうちょっと頑張ってみようかな！
（i.n）
◆仁風閣の庭園の梅が例年よりも一足早く花を咲かせ
た。今年、誕生100年を迎える仁風閣は、1907年（明治
40年）５月、池田家第１４代当主池田仲博侯爵が建てた
フレンチ型ルネッサンス様式の白い洋館だ。仁風閣で
はこれを記念して今年４月から１年間にわたり、近代の
鳥取を紹介する展示をはじめ、さまざまな催しが行われ
る。この梅も誕生100年を祝い、みなさんに早く来て欲
しいと花をさかせたのかな…？とても楽しみだ。（康）

〒 680ー8571　市役所本庁舎秘書課広報室
　　　　　　 （0857）20ー3159
　　　　　　 （0857）21ー1594
電子メール　kouhou@city.tottori.tottori.jp

※街なかギャラリーは今回で終了です。
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 INTRODUCTION

時　間　9：00 ～21：00
壁　面　23ｍ
天井高　4.5ｍ
その他　駐車場、客室

〔おもな施設データ〕
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最終回最終回

カルシウム編カルシウム編 Vol.Vol.２２
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湯所町一丁目 108
 （0857）29－0933
 （0857）36－0087
　　（野の花診療所）

こぶし館

40g
1 カップ
200g
20g
30g

材料（10個分）

切干大根はさっと洗い、食べやすい長さにキッチンばさみ
などで切り、1カップの水に５分程度つける。
白玉粉を移した器に①を汁ごと入れてよく混ぜ、耳たぶく
らいの固さになるまで少しずつ水を加えながらこねる。
小口切りにした青ネギ、細かく刻んだ桜エビとちりめんじゃ
こ、スキムミルクを加え食べやすい大きさに丸めて平につぶす。
サラダ油をひいたフライパンで両面をこんがりと焼き、最
後にしょう油をさっと塗る。

1.

2.

3.

4.

１ 

個 

分

切干大根
水
白玉粉
青ネギ
桜エビ

カルシウムが豊富な簡単に
できる一品を、９回シリー
ズで紹介します。

食生活改善推進員連絡協議会福部支部

食し
ょ
く

骨太骨太おやき

10g
大さじ 2
大さじ 1
適宜

ちりめんじゃこ
スキムミルク
サラダ油
しょう油

一口メモ… おやつに最適！！手軽に
作れて、とってもおいしい一品です。
家族みんなでホットプレートを囲ん
で焼いて食べるとおいしさUP！

毎月19日は「食育の日」です。
「いただきます！みんなで食べたらおいしいね」

エネルギー  111kcal、
たんぱく質  4.3g、脂質   1.4g、
カルシウム  102mg、
鉄 0.7mg、塩分 0.2g 

ホームページアドレス   http://www.
k4.dion.ne.jp/̃kobushi/

こぶし館至京都至砂丘

至米子 至岡山 至JR鳥取駅

至
姫
路

鳥取城公園
県立博物館

仁風閣
北中学校

NTT

Sマート

県庁

天徳寺
R
９

R53

文

 読者プレゼント

応募方法　ハガキに住所・氏名・電
話番号・年齢を明記のうえ、「とっ
とり市報」を読まれたご意見、ご感
想を右記までお送りください。
締め切り　3月 26日（月）当日消印有効

応募先　〒680ー8571 鳥取市役所秘
書課広報室「とっとり市報読者プ
レゼント」係
※当選者の発表は発送をもってか
えさせていただきます。

「とっとり市報」へのご意見、ご感想をお寄せください。「とっとり市報」へのご意見、ご感想をお寄せください。
抽選で5名様にせんべいセットをプレゼントします。抽選で5名様にせんべいセットをプレゼントします。

 生姜せんべい 　みなさんおなじみの生姜せん
べいは、因幡独特のお菓子で、
江戸時代から作られていたそう
です。現在も、手作業で波の形
を作り、生姜蜜を両面に塗って
一枚一枚丹誠込めて作られ、因
幡の職人の技と伝統が受け継が
れています。
　今回は、地元産の材料を使っ
たせんべいづくりに努めている
城北たまだ屋より、生姜せんべ
いをはじめとする「せんべいセ
ット」をお届けします。


